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一般会計

特別会計

収入 支出 予算額 　220億7,368万円
収入額 190億3,877万円
収入率 86.3％

支出額 174億5,575万円
執行率 79.1％

平成
29年度

　市税や地方交付税などを財源に行う福祉や教育、公共施
設の整備など、市の基本的な事業に関するお金。

　使途が決まった収入（保険料や使用料など）により行う、
特定の事業（国民健康保険や簡易水道など）に関するお金。

■�市税　市民税、固定資産税、軽自動車
税など、市の税金

■�地方交付税　人口や市税収入などに応
じて国から交付されるお金
■�国・道支出金　特定の事業に対し、国
や北海道から交付されるお金
■市債　国や銀行から借り入れるお金

■民生費　医療や福祉などに使うお金
■�衛生費　健康増進やごみ処理などに使
うお金

■�土木費　道路や市営住宅の整備・維持
管理などに使うお金

■公債費　借金を返済するためのお金
■給与費　職員に支払う給料などのお金

※金額や数値は、５月まで変動することがあります。
※単位未満を四捨五入しているため、合計値などが一致しない場合があります。
※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

登
別
市
の
財
政
状
況

▼
問
い
合
わ
せ
　
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
３
３
１
）

　
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
は
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
の
一
般
会
計
・
特
別

会
計
の
収
入
と
支
出
の
状
況
、
市
有
財
産
の
状
況
、
市
債
（
借

金
）
と
一
時
借
入
金
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区　　分 予算額（ａ）
収入 支出

収入額（ｂ） 収入率
（ｂ/ａ） 支出額（ｃ） 執行率

（ｃ/ａ）
国民健康保険特別会計 70億8,883万円 55億2,778万円 78.0% 61億7,647万円 87.1%
学校給食事業特別会計 3億4,201万円 2億1,373万円 62.5% 3億  952万円 90.5%
簡易水道事業特別会計 4,261万円 1,420万円 33.3% 1,786万円 41.9%
介護保険特別会計 36億1,274万円 30億1,939万円 83.6% 31億9,697万円 88.5%
カルルス温泉スキー場
事業特別会計 1億1,600万円 7,532万円 64.9% 1億  365万円 89.4%

後期高齢者医療特別会計 7億3,834万円 5億4,917万円 74.4% 7億1,497万円 96.8%

2� 平成29年度　登別市の財政状況
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財源調整用基金残高の推移
（グラフ３）
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平成
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平成
29年度

（億円）

市債（借金）の残高

一時借入金の残高

市の財産

市民一人当たりに換算した場合
一般会計
⃝収入額� 39万2,398円
⃝支出額� 35万9,771円
⃝負担する市税� 10万　433円
一般会計＋特別会計
⃝市債残高� 46万3,375円
※人口（平成30年３月31日現在）� ４万8,519人

政
状
況
の
推
移
と
今
後
の
運
営

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

財

平成
29年度

　これまで、公共施設の建設などを行ったときに、
国や金融機関から借り入れたお金の残高です。

　一時的な資金不足により、市民への給付や納入
業者への支払いに支障を生じさせないよう、金融
機関から資金を借り入れた残高です。

※�平成30年３月31日が休日のため、４月２日に償還した
市債も残高から差し引いています。

　土地や建物を所有しているほか、万が一のとき
に使用することができる基金（預金）などを保有
しています。

登別市の財政状況

　
財
政
運
営
を
行
う
上
で
は
、
収
入
に
占
め
る

市
税
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
市
は
、
市
税
収
入
に
比
べ
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
占
め
る
割

合
が
高
い
状
況
で
す
（
グ
ラ
フ
１
）
。

　
ま
た
、
支
出
の
う
ち
、
公
債
費
や
人
件
費
の

ほ
か
、
扶
助
費
（
生
活
保
護
費
や
福
祉
関
係
の

給
付
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
）
は
必
ず
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
支
出
の
多
く
を

占
め
て
い
る
状
況
で
す
（
グ
ラ
フ
２
）
。

　
特
定
の
事
業
に
使
用
す
る
た
め
、
ま
た
、
財

源
の
調
整
を
図
る
た
め
に
、
市
は
、
基
金
（
預

金
）
の
積
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
、
万
が
一
の
と
き
の
備
え
と
し
て
い
る
財
源

調
整
用
基
金
の
残
高
は
10
・
６
億
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
約
１
億
４
千
万
円
減
少
し
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
３
）
。

　
今
後
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
市
税
収
入
の

減
少
の
ほ
か
、
国
の
計
画
や
財
政
状
況
な
ど
に

よ
り
地
方
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た
と
き
な
ど

に
備
え
、
基
金
を
一
定
程
度
、
保
有
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
国
の
動
向
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
市

税
な
ど
の
安
定
的
な
収
入
や
万
が
一
の
と
き
に

自
由
に
使
え
る
基
金
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
、

事
務
事
業
評
価
や
予
算
編
成
な
ど
を
通
じ
て
、

事
業
の
必
要
性
・
効
率
性
に
つ
い
て
不
断
の
見

直
し
を
図
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
で

健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

区　　分 残　　高
一般会計 223億2,082万円
特別
会計

学校給食事業特別会計 946万円
簡易水道事業特別会計 1億5,219万円
合　　計 224億8,247万円

区　　分 残　　高
一般会計 3億円

特別会計 0円

合　　計 3億円

区　　分 金額・面積
土　　地 686.7万平方メートル
建　　物 27.7万平方メートル

基金など 現　金 32億2,992万円
土　地 11.1万平方メートル

出資金・
債権など

出資金など 1億　690万円
債　権 4億6,705万円
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問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

◆
申
込
資
格

・�

原
則
、
家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚

約
中
の
場
合
を
含
む
）

・
持
ち
家
の
な
い
方

・�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
収
入
基
準

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
で
す
。

◆
申
込
方
法

　�

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
に

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
受
付
日
時

　�

５
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
９
時
～
17

時
30
分

◆
抽
選
日
時
・
場
所

　�
５
月
22
日
㈫
10
時
・
市
民
会
館
１

階
大
会
議
室

◆
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

　�

６
月
29
日
㈮
９
時
～
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

区分 収入月額
入居者または同居者が障
がいのある方（障がいの
程度に基準があります）

214,000円
以下

入居者が60歳以上で、か
つ同居者全員が60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 158,000円
以下

・�

募
集
区
分
な
ど
に
つ
い
て
は
、
建

築
住
宅
グ
ル
ー
プ
や
各
支
所
で
配

布
す
る
『
募
集
の
し
お
り
』
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・�

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
抽
選
会
に

参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

・�

入
居
前
に
資
格
審
査
を
行
う
た
め
、

収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
や
猫
な

ど
を
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。

平
成
30
年
度
第
１
回

●市
営
住
宅
入
居
者
募
集

所在地 団地名 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）
登別本町
１丁目 登別旭 一般世帯 4－4 １階・２DK（56.3） 18,500～36,400

千歳町
１丁目 千歳 一般世帯

1－132 ３階・３LDK（65.9） 17,800～35,100
1－136 ３階・３LDK（65.9） 17,800～35,100
2－234 ３階・３LDK（65.9） 17,800～35,100
3－352 ５階・３LDK（65.9） 18,100～35,600

幌別町
８丁目

幌別東
１号棟

一般世帯
1－101 １階・２DK（63.5） 20,800～40,900
1－102 １階・２DK（63.5） 20,800～40,900
1－211 ２階・３LDK（79.8） 26,400～51,900

子育て世帯 1－111 １階・３LDK（79.8） 26,400～51,900

幌別東
一般世帯 75R4－302 ３階・３DK（56.5） 13,200～25,900

76R2－303 ３階・３DK（58.9） 14,000～27,400
高齢者や障がいのある方
などの世帯（単身可）

75R3－105 １階・３DK（56.5） 13,200～25,900
75R7－105 １階・３DK（52.9） 12,300～24,300

常盤町
３丁目 緑ヶ丘 一般世帯

1－131 ３階・３LDK（66.5） 19,400～38,200
3－332 ３階・３LDK（66.4） 19,900～39,200
5－534 ３階・３LDK（66.4） 20,500～40,200

柏木町
１丁目 柏木

一般世帯 7－742 ４階・３DK（59.9） 14,500～28,600
10－1036 ３階・３DK（63.6） 15,400～30,400

高齢者や障がいのある方
などの世帯（単身不可） 4－411 １階・３DK（61.1） 14,600～28,700

高齢者や障がいのある方
などの世帯（単身可） 7－714 １階・３DK（59.9） 14,500～28,600

柏木町
４丁目 柏葉 一般世帯 2－231 ３階・３LDK（68.7） 18,100～35,500

3－321 ２階・３LDK（66.0） 17,600～34,600

桜木町
４丁目 桜木 一般世帯

6－642 ４階・２LDK（68.1） 22,000～43,200
8－849 ４階・３LDK（79.0） 25,900～50,900
8－855 ５階・３LDK（79.0） 25,900～50,900

子育て世帯 7－725 ２階・３LDK（79.0） 25,700～50,500
※登別温泉団地（登別温泉町）は随時申し込みを受け付けています。
※募集区分の詳細は、『募集のしおり』で確認してください。
※高齢者や障がいのある方などの世帯のみ、単身での入居が可能な住宅があります。

▼
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
３
９
９
）

4� 平成30年度第１回市営住宅入居者募集



室蘭栄高校

バスターミナル

JR東室蘭駅

イオン室蘭店

北海道営住宅
胆振管理センター

国道37号

国道36号

室蘭市中小
企業センター

バスターミナル

海陽小学校

室蘭警察署

イオン室蘭店

国道37号

国道36号

問い合わせ　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎�７２４０）

◆
申
込
資
格

・�

原
則
、
家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚

約
中
の
場
合
を
含
む
）

・
持
ち
家
の
な
い
方

・�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
　

な
い
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
収
入
基
準

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
で
す
。

◆
申
込
方
法

○�

６
月
４
日
㈪
・
５
日
㈫
９
時
30
分

～
16
時
30
分
…
市
民
会
館

○�

６
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮
９
時
30
分

～
16
時
30
分
…
北
海
道
営
住
宅
胆

振
管
理
セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町

２
丁
目
17

－

11
木
村
ビ
ル
１
階
）

区分 収入月額
入居者または同居者が障
がいのある方（障がいの
程度に基準があります）

214,000円
以下

入居者が60歳以上で、か
つ同居者全員が60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 158,000円
以下

平
成
30
年
度
第
１
回

●道
営
住
宅
入
居
者
募
集

所在地 団地名 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

登別東町
５丁目 登別東町 一般世帯

B－103 １階・３LDK（77.6） 20,600～40,400

C－202 ２階・３LDK（79.9） 22,400～44,000

D－402 ４階・２LDK（61.1） 17,600～34,600

※�

募
集
案
内
書
の
設
置
場
所
や
必
要

書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、
北
海
道

営
住
宅
胆
振
管
理
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
抽
選
日
時
・
場
所

　�

６
月
13
日
㈬
10
時
…
室
蘭
市
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町
４

丁
目
29

－

１
）

◆
鍵
渡
し
月
日
・
場
所

　�

８
月
１
日
㈬
（
予
定
）
…
北
海
道

営
住
宅
胆
振
管
理
セ
ン
タ
ー

・�

入
居
資
格
審
査
は
、
抽
選
に
当
選

し
た
方
の
み
行
い
ま
す
の
で
、
審

査
の
結
果
、
入
居
要
件
を
満
た
さ

な
い
場
合
は
、
当
選
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

　�

な
お
、
申
し
込
み
時
に
、
関
係
書

類
を
持
参
す
る
こ
と
で
、
入
居
要

件
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

・�

平
成
29
年
度
に
道
営
住
宅
の
入
居

募
集
に
応
募
し
、
連
続
し
て
落
選

し
て
い
る
方
に
は
、
抽
選
個
数
を

付
与
し
、
抽
選
確
率
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

・�

当
選
後
に
審
査
を
行
う
た
め
、
関

係
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
期
日
ま
で
に
書
類
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
当
選
無
効
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　�

ま
た
、
提
出
い
た
だ
い
た
申
込
書

や
関
係
書
類
は
お
返
し
し
て
い
ま

せ
ん
。
写
し
が
必
要
な
場
合
は
、

ご
自
身
で
用
意
願
い
ま
す
。

・�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
や
猫
な

ど
を
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
営
住
宅
胆
振
管
理
セ
ン
タ
ー
公
募
係
（
☎
�
７
２
４
０
）

5 平成30年度第１回道営住宅入居者募集



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

北海道アスリートクラブ
『
北
海
道
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
』

は
、
登
別
市
内
で
、
小
学
生
の
こ
ろ

か
ら
陸
上
競
技
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
の
思
い
か

ら
平
成
18
年
に
発
足
し
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
現
在
、
男
子
11
人
、
女
子
９
人

の
小
学
生
が
所
属
し
て
お
り
、
毎
週

水
曜
日
の
16
時
か
ら
18
時
ま
で
と

土
・
日
曜
日
の
９
時
か
ら
11
時
ま
で
、

市
営
陸
上
競
技
場
や
入
江
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
、
冬
期
間
は
幌
別
小
学

校
や
幌
別
東
小
学
校
の
体
育
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

「
私
自
身
、
子
ど
も
が
入
部
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
北
海
道
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
の
で
す

が
、
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
に
感
化
さ
れ
、
自
分
の
子
ど
も

が
卒
業
し
た
現
在
も
コ
ー
チ
と
し
て

関
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
の
は
、
３
人
い
る
コ
ー
チ

の
う
ち
の
一
人
、
大お

お

宮み
や

一か
ず

哉や

さ
ん
。

「
子
ど
も
た
ち
に
は
好
き
な
種
目

を
選
ば
せ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
短

距
離
走
や
中
距
離
走
を
行
う
子
ど
も

た
ち
が
多
い
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
練
習
を
行
い
な
が

ら
、
室
蘭
で
行
わ
れ
る
記
録
会
や
胆

振
地
区
の
駅
伝
大
会
な
ど
に
参
加
し
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

他
の
小
学
校
の
児
童
と
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
交
流
が
で
き
る
こ
と
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
は
、
全
道
大
会
で

１
位
や
２
位
と
い
っ
た
好
成
績
を
残

し
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
。
体
験
入
部
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
大
宮
さ
ん
（
☎
090

－

１
３
８
５

－

８
７
６
６
）
ま
で
。 ▲�競技前のウオーミングアップを行う子

どもたち

子どものころから陸上競
技の楽しさにふれる

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
64
回

暖
か
さ
と
共
に
訪
れ
る
春
の
息
吹
　

　
５
月
に
な
る
と
、
移
動
性
の
高
気
圧
に
覆

わ
れ
、
晴
れ
る
日
が
続
き
、
強
い
日
差
し
と

と
も
に
気
温
が
上
昇
し
、
北
海
道
で
も
よ
う

や
く
桜
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
が
咲
き
誇
り
、

見
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
時
期
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
山
々
で
は
、
雪
解
け
が
進
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
植
物
が
芽
を
出
し
始
め
、
山
菜
採

り
に
出
掛
け
る
人
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

自
分
は
遭
難
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
　

　
市
内
で
は
、
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た
方
が

遭
難
す
る
事
故
が
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
遭

難
す
る
方
は
、
初
め
て
の
方
よ
り
も
毎
年
の

よ
う
に
山
菜
採
り
を
行
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン

の
方
が
多
く
、
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
り
、

い
つ
の
間
に
か
方
向
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
い
つ
も
の
場
所
だ
か
ら
大
丈
夫
と
一
人
で

入
山
し
た
り
、
家
族
に
も
行
き
先
を
告
げ
ず
、

山
菜
採
り
に
出
掛
け
て
し
ま
い
、
万
が
一
遭

難
し
た
場
合
、
発
見
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
目
先
の
収
穫
で
大
切
な
命
を
落
と
さ
な
い

よ
う
責
任
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
山
菜
採
り
の
心
構
え

一
　
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
家
族
に
伝
え
る

一
　
服
装
は
目
立
つ
色
で

一
　�

携
帯
電
話
や
笛
、
非
常
食
な
ど
の
携
行

を

一
　
入
山
場
所
に
は
目
印
を

一
　
迷
っ
た
と
き
に
は
落
ち
着
い
た
行
動
を

林
野
火
災
の
多
く
が
春
に
発
生

　
平
成
29
年
に
北
海
道
で
発
生
し
た
林
野
火

災
は
12
件
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
11
件

が
４
月
か
ら
６
月
に
発
生
し
て
お
り
、
過
去

10
年
間
に
お
い
て
も
約
７
割
が
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
林
野
火
災
は
、
落
雷
な
ど

の
自
然
現
象
に
よ
る
も
の
は
極
め
て
ま
れ
で

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
た
き
火
や
た
ば
こ

な
ど
、
人
間
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

た
ば
こ
の
火
と
い
っ
た
小
さ
な
火
も
大
き
な

林
野
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
空
気
が

乾
燥
し
や
す
い
春
は
、
火
の
取
り
扱
い
に
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

『
過
信
』
が
あ
な
た
の
命
を
『
危
険
』
に
さ
ら
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）

6� 知って備える防災メモ・仲間たち



毎年１回、忘れずに

�料金�　１頭につき3,110円

今月から畜犬登録の調査などに関する
巡回を行います

予防注射と併せて、犬の登録（１頭につき登
録手数料3,000円）もすることができます。

〇都合の良い日時・場所にお越しください。
〇案内状を持参の上、お越しください。
〇�会場での事故を防ぐため、首輪や胴

どう

輪
わ

などが緩ん
でいないか確認し、犬を抑えられる方が連れてき
てください。
〇�料金は極力おつりが出ないようご協力をお願いし
ます。
〇�事前に犬の排せつを済ませるとともに、会場での
犬のふんは、すみやかに処理をお願いします。
※�カルルス町、上登別町、札内町、鉱山町、来馬町
にお住まいの方へは別途連絡します。

　市内で犬を飼われている方を対象に、畜犬登
録内容（市への届け出内容）の調査などのため、
有限会社オリコクリーン（市の委託業者）が巡
回を行いますので、ご協力をお願いします。
※�調査で支払いを求めることはありません。悪
質な訪問販売にご注意ください。

狂犬病予防の集合注射
を行います

６月２日㈯　９：00～９：10　登別温泉町『登別温泉ふれあいセンター駐車場』　９：20～９：30　中登別町『禅林寺駐車場』
　　　　　　９：40～９：50　中登別町『ファミリーマート中登別店駐車場』　　10：00～ 　　　上登別町・札内町

時　間 地　区 場　　所 時　間 地　区 場　　所

６
月
３
日
㈰

９：00～９：10 登別東町２丁目 登別公民館

６
月
17
日
㈰

９：00～９：10 登別東町２丁目 登別公民館

９：20～９：30 登別本町２丁目 円山・石山通交差点 ９：20～９：30 登別本町１丁目 登別中学校

９：40～９：50 登別東町４丁目 東町運動広場向かい空地 ９：40～９：50 登別本町２丁目 円山・石山通交差点

10：10～10：20 富浦町１丁目 富浦会館 10：20～10：30 若山町２丁目 あかしや広場横

10：40～10：50 幸町５丁目 滝田商店裏（佐藤さん宅横） 10：45～10：55 若山町３丁目 汐平広場

11：10～11：20 千歳町６丁目 猪股さん宅横 11：05～11：15 富岸町２丁目 富岸青少年会館

11：30～11：40 千歳町４丁目 つくし公園 11：30～11：40 栄町４丁目 富浜広場

11：55～12：05 幌別町３丁目 鉄南ふれあいセンター 11：50～12：00 栄町１丁目 楡の木公園

12：10～12：20 鷲別町６丁目 老人憩の家鷲六園

６
月
10
日
㈰

９：00～９：10 鷲別町３丁目 鷲別公民館

６
月
24
日
㈰

９：00～９：10 桜木町４丁目 市営桜木団地駐車場

９：20～９：30 若草町３丁目 若草１号公園 ９：25～９：35 富士町３丁目 富士３丁目広場

９：40～９：50 若草町５丁目 老人憩の家優和園 ９：45～９：55 富士町７丁目 老人福祉センター

10：05～10：15 若草町２丁目 さわやか公園 10：10～10：20 片倉町６丁目 しんた21

10：30～10：40 若草町４丁目 のびのび公園 10：35～10：45 片倉町４丁目 片倉４丁目広場

10：50～11：00 新生町５丁目 老人憩の家希望の家 11：00～11：10 柏木町４丁目 柏葉団地５号棟駐車場

11：10～11：20 新生町４丁目 なかよし公園 11：20～11：30 柏木町１丁目 柏木団地９号棟駐車場

11：30～11：40 新生町１丁目 ことぶき公園 11：40～11：50 常盤町２丁目 常盤児童館

11：50～12：00 新生町２丁目 わらべ公園 12：05～12：15 千歳町３丁目 幌別中学校

集合実施日程表（雨天決行）※昨年とルートや日程を変更しています。

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

7 狂犬病予防の集合注射を行います



　
昭
和
43
年
９
月
20
日
に
制
定
さ
れ
た
『
登
別
町
民
憲
章
』
は
、
昭
和

45
年
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
と
改
称
し
、
よ
り
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
市
民
の
心
構
え
と
し
て
、
市
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
連
載
の
２
回
目
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
が
助
け
合
い
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
一
章
を

紹
介
し
ま
す
。

　『
登
別
市
民
憲
章
』
が
平
成
30
年
度
に
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
別
市
の
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、
五
つ

の
章
を
一
章
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

＝2＝

実践活動の例

2018� 1968
市民憲章制定50周年

●�隣近所、顔が見える関係を築
きましょう。

●�おもてなしの心で観光客を迎
えましょう。

●�約束事をしっかり守りましょ
う。

●�正しい交通マナーや知識を身
に付けましょう。

　この章のキーワードは、『思いやり』です。
　やさしさに包まれたまち、温かい心が育っているまち、そこに暮らす人々
には笑顔が絶えないでしょう。
　このまちに暮らす一人ひとりが、憩いの場であり明日への活力を養う場で
もある家庭を大切にするとともに、家族や友人をはじめ、自分の周りにいる
人に対し、損得を考えず、思いやりをもって誰かのためになることを自ら進
んで行うことで、私たちのまち『のぼりべつ』はもっと暮らしやすく、ぬく
もりのあるまちになっていきます。
　また、法律や約束事がよく守られることで、交通事故は少なくなり、暴力
は追放されることも、明るく住みよいまちにとって欠かすことはできません。

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）・登別市民憲章推進協議会事務局連絡所（市民協働グループ内）

毎
日
の
生
活
に

市
民
憲
章
を

一　親切をつくし　きまりを守って　明るく
住みよいまちをつくりましょう

工
く

藤
どう

 蒼
そう

大
た

さん（富岸町）

▲�登別地獄谷で、観光客をも
てなす『登別市観光ボラン
ティアガイド』

◀�沿道で交通事故防止を呼び
掛ける『人と旗の波街頭啓
発運動』

　わたしたちは　古い歴史と美しい自然に恵まれた
登別の市民です
　ここに　わたしたちの心がまえを定めてよりよい
まちをつくることに努めます

一　心身をきたえよく働いて　活気あふれる�
� 豊かなまちをつくりましょう
一　親切をつくし　きまりを守って　明るく�
� 住みよいまちをつくりましょう
一　自然を愛し　力をあわせて　緑と空気と太陽の�
� いっぱいあるきれいなまちをつくりましょう
一　未来をつくる青少年の　健全な�
� 夢の育つまちをつくりましょう
一　教養をつみ　視野を広げて　平和で文化の�
� かおり高いまちをつくりましょう

登別市民憲章

8� 市民憲章制定50周年



「
初
め
て
の
全
国
大
会
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
自
分
の
力
を
全
て
出
し
切

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
い
で
す
。
全

国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
は
や
は
り
レ

ベ
ル
が
高
か
っ
た
で
す
」
と
全
国
高
等

学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
振
り

返
る
工
藤
さ
ん
。

小
学
１
年
生
の
と
き
か
ら
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
始
め
、
現
在
は
、
高
校
の
部
活

に
加
え
、
毎
週
月
・
木
曜
日
に
は
幌
別

東
小
学
校
の
体
育
館
で
練
習
を
重
ね
、

平
成
29
年
８
月
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
出
場
選
手
選

考
会
（
南
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
お
い

て
ベ
ス
ト
４
、
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
で
は
３
位
と
い
う
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
全
道
大
会
で
頭
角
を

現
し
た
工
藤
さ
ん
は
、
同
年
10
月
に
は
、

道
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
参
加
す

技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
体
づ
く
り

に
も
励
む
工
藤
さ
ん
は
、
動
き
出
し
の

ス
ピ
ー
ド
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
北

海
道
大
谷
室
蘭
高
等
学
校
男
子
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
部
の
本も

と

岡お
か

泰た
い

斗と

顧
問
に
太
鼓
判

を
押
さ
れ
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
ま
だ
、
守
備
力
に
課
題

が
あ
る
」
と
語
る
工
藤
さ
ん
は
、
平
成

30
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道
高
等

学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
兼
全

国
高
等
学
校
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選

会
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
目
指
し
て
、

今
日
も
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
ま
す
。

る
北
海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
親
善
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の
選
手
団
の
一
員
と

し
て
、
カ
ナ
ダ
で
地
元
の
有
力
選
手
と

の
対
戦
を
経
験
。

ま
た
、
平
成
30
年
１
月
に
は
、
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
研
修
合
宿

に
参
加
し
、
全
国
の
強
豪
選
手
と
共
に

練
習
に
励
み
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
総
合

的
な
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
自
身
の
持
ち

味
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
と
長
身
を
生
か
し

た
プ
レ
ー
に
磨
き
を
か
け
、
全
国
高
等

学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
南
北
海

道
大
会
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
１
位
の

座
を
つ
か
み
、
全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト

16
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
漬
け
の
毎
日
が

実
を
結
ぶ

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

平成12年、登別市生まれ。17歳。
小学１年生のときに、姉が加入していた登別バドミントンスポ
ーツ少年団に入団し、バドミントンを始める。180.8㌢㍍の長
身をいかしたプレーが持ち味。北海道大谷室蘭高等学校男子バ
ドミントン部主将。趣味は映画鑑賞。

　平成30年３月24日㈯から28日㈬にかけて愛
媛県松山市で開催された全国高等学校選抜バ
ドミントン大会。南北海道大会の男子シング
ルスで見事１位となり南北海道代表として出
場した北海道大谷室蘭高等学校の工藤蒼大さ
んは、同大会でベスト16という好成績を残し
ました。高校３年生となり、さらなる技術の
向上に励む工藤さんにバドミントンに対する
思いを聞きました。

登別の地で
蒼天高く羽ばたく

▲�軽快なステップとラケットさばきをみせ
るバドミントン部員

工
く

藤
どう

 蒼
そう

大
た

さん（富岸町）
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３
月
19
日
㈪
、
幼
保
一
元
化
施
設
『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

の
森
』
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の

音
楽
家
ポ
ー
ル
・
バ
ル
ス
レ
ウ
さ
ん
に
よ
る
『
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
』
（
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
森
・
登
別
デ
ン

マ
ー
ク
協
会
共
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業
な
ど
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
ポ
ー
ル
さ
ん
は
、
自
身
が

作
曲
し
た
曲
や
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
童
謡
の
ほ
か
、
日

本
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
は
、

知
っ
て
い
る
曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
大
声
で
歌
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ポ
ー
ル
・
バ
ル
ス
レ
ウ
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

国
を
越
え
た
音
楽
交
流

▲�調印した協定書を手に持ち、握手を交わす登別駅前郵便局
長の吉

よし

田
だ

智
とも

幸
ゆき

さん（左）

　
３
月
22
日
㈭
、
市
役
所
で
『
登
別
市
と
登
別
市
内
郵

便
局
と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
調
印
式
』
（
市

主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
郵
便
局
と
は
こ
れ
ま
で
も
、
道
路
の
損
傷
や
不

法
投
棄
と
思
わ
れ
る
廃
棄
物
な
ど
の
情
報
提
供
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
協
力
な
ど
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し

て
お
り
、
本
協
定
で
は
さ
ら
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な

ど
、
市
民
の
何
ら
か
の
異
変
に
気
付
い
た
と
き
の
情
報

提
供
な
ど
を
加
え
、
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
。
市

と
郵
便
局
は
、
市
民
や
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
見

守
り
活
動
な
ど
に
よ
る
情
報
共
有
で
、
さ
ら
な
る
連
携

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

市
内
郵
便
局
と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
調
印
式

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

地
域
の
安
全
・
安
心
を

3
� １９

▲�ポールさんの演奏に聞き入る子どもたち

▲�児童書から実用書まで幅広い種類の本
を取りそろえている『こぐま号』

▲�新しくなった『こぐま号』の前で記念
撮影を行う富田明空斗さん（前列）と
佐藤春仁さん（右から２人目）

　
３
月
27
日
㈫
、
市
役
所
で
『
こ
ぐ
ま
号
の
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ぬ
り
え
・
な
ま
え
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
』
（
市
教
育
委
員
会
主

催
）
を
開
催
し
、
新
し
く
な
っ
た
移
動
図
書
館
車
『
こ
ぐ
ま
号
』

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
積
ん
で
市
内
を
巡
回
し
て
き

た
こ
ぐ
ま
号
で
す
が
、
室
蘭
信
用
金
庫
の
創
立
100
周
年
記
念
寄

附
事
業
と
し
て
車
両
の
購
入
費
用
の
一
部
を
寄
附
い
た
だ
き
、

更
新
に
合
わ
せ
て
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
に
一
新
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

名
は
、
市
内
在
住
の
小
学
生
と
幼
稚
園
、
保
育
所
に
通
う
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
行
っ
た
投
票
で
『
く
ま
の
く
ー
ち
ゃ
ん
』
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
『
ぬ
り
え
・
な
ま
え
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
入
賞

者
で
あ
る
富と

み

田た

明は

空る

斗と

さ
ん
（
６
歳
）
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
車
体
の
デ
ザ
イ
ン
』
を
担
当
し
た
佐さ

藤と
う

春は
る

仁ひ
と

さ
ん
（
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科

２
年
生
）
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
フ
ル
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
ぐ
ま
号
は
、
引
き
続
き
、

市
内
を
巡
回
し
て
皆
さ
ん
に
本
を
届
け
ま
す
。

巡
回
日
な
ど
、
詳
し
く
は
市
立
図
書
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
図
書
館
（
☎

�
４
３
２
４
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

移動図書館車『こぐま号』
新キャラクターぬりえ・なまえコンテスト表彰式

カラフルなクマが目印

3
� 22

3
� 2７
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３
月
25
日
㈰
、
市
民
会
館
で
『
第
２
回
ぬ
く

も
り
あ
る
手
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
交
流

し
、
多
く
の
人
に
手
話
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
。

　
参
加
し
た
約
40
人
は
、
登
別
手
話
の
会
会
長

で
、
北
海
道
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
事
務

局
長
の
坂さ

か

元も
と

秀ひ
で

行ゆ
き

さ
ん
か
ら
、
手
話
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
き
、
手
話
講
座
や
音
楽

に
合
わ
せ
て
手
話
で
歌
詞
を
伝
え
る
『
手
話

コ
ー
ラ
ス
』
を
全
員
で
行
う
な
ど
、
言
語
の
一

つ
で
あ
る
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
㈯
、
幌
別
西
小
学
校
で
行
わ
れ
た

入
学
式
に
あ
わ
せ
て
、
『
新
入
学
児
童
に
対
す

る
交
通
安
全
啓
発
運
動
』
（
登
別
市
・
登
別
交

通
安
全
協
会
共
催
）
を
行
い
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
１
年
生
に
、
こ
れ
か

ら
安
全
に
登
下
校
が
で
き
る
よ
う
交
通
安
全
と

書
か
れ
た
グ
ッ
ズ
を
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
１
年
生
は
入
学
式
に
出
席
。
多

く
の
在
校
生
か
ら
歓
迎
の
言
葉
や
歌
を
贈
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
迎
え
る
学
校
生
活
に
期
待
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ぬ
く
も
り
あ
る
手
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

新
入
学
児
童
に
対
す
る

交
通
安
全
啓
発
運
動
・
入
学
式

手
話
で
会
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

登
下
校
中
も

気
を
つ
け
て
ね

▲�グループに分かれて、手話で行った自己紹介

▲�新１年生と保護者に向けて行った
交通安全啓発運動

3
� 25

4
� ７

4/１０
～

� 5/5

4
� １3

　４月10日㈫、郷土資料館の敷地内に、大小さまざ
まなこいのぼりが揚げられました。
　この日は天候にも恵まれ、青空のもと、郷土資料
館ボランティアグループ『ＳＬＧ』が中心となって
作業を開始。市内企業も協力し、施設と樹木をロー
プでつなげて、こいのぼりを揚げると、多くのこい

のぼりが風に舞いな
がら、優雅に青空を
泳いでいました。
　同館のこいのぼり
は、５月５日㈯の子
どもの日まで揚げら
れていますので、元
気に泳ぐ様子をぜひ
一度ご覧ください。

　４月13日㈮、登別郵便局で『一日行政相談』が行
われました。
　一日行政相談は、総務大臣から委嘱された行政相
談員が、道路や土地に関する悩み、医療保険や社会
福祉に関することなど、幅広い行政分野への相談を
受けるため、偶数月に開催しています。寄せられた
相談は、行政相談員から国や市などへ伝えられ、行
政サービスの改善・問題解決に生かされています。
　市の行政相談
員は、垣

かき

内
うち

登
と

紀
き

子
こ

さん（☎�７
２４５）と吉

よし

田
だ

伸
しん

吾
ご

さん（☎�
７７７３）のお
二人です。相談
は無料で、随時
受け付けていま
すので、気軽に
ご相談ください。

郷土資料館にこいのぼりが登場

一日行政相談

青空にはためく100匹のこい

暮らしのお悩みをご相談ください

この記事の関連動画を次の
方法でご覧いただけます。
・ＵＲＬ：
https：//www.youtube.
com/user/Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

▲�気持ち良さそうに泳ぐこいのぼり
を眺める子どもたち

▲�日頃、相談者が感じている疑問について、
親身になって相談を受ける吉田さん
（左）
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

６月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
道
路
に
穴
が
開
い
て
い
る
、
排
水

溝
の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
道

路
の
異
常
に
気
が
付
い
た
と
き
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

平
日
　

　
土
木
・
公
園
Ｇ

　
（
☎
�
３
２
６
０
）

夜
間
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
な
ど

　
市
役
所
当
直

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

　
市
は
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る

一
環
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
整
骨
院
な
ど
を
受
診
し
た
方
に

対
し
、
電
話
や
郵
送
に
よ
り
受
診
状

況
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

調
査
は
、
市
が
委
託
し
た
『
㈱
大

正
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
』
の
職
員
が
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

　
５
月
31
日
㈭
ま
で
は
『
林
野
火
災

予
防
強
調
期
間
』
で
す
。

　
春
は
、
レ
ジ
ャ
ー
や
山
菜
採
り
の

た
め
に
山
に
入
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
林
野
火
災
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
気

の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
ご
み
焼
き

や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
顔
写
真
を
撮

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日�

時
　
５
月
16
日
㈬
11
時
ご
ろ
・
23

日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

影
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
交

付
申
請
を
行
う
た
め
、
写
真
の
持
参

が
不
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
顔
写

真
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

公
的
な
身
分
証
明
書
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

場
所
　
市
役
所
①
番
窓
口

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方
の

健
康
の
保
持
増
進
と
医
療
費
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
２

期
保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
）
と
生
活
習
慣
病
予
防
を

目
的
と
し
た
第
３
期
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
国
民
健
康
保

険
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

　
市
は
、
登
別
温
泉
浄
水
場
の
建
て

替
え
を
行
う
た
め
、
平
成
30
年
度
に

解
体
を
予
定
し
て
い
る
旧
登
別
温
泉

小
学
校
校
舎
を
見
学
の
た
め
開
放
し

ま
す
。

※�

老
朽
化
に
よ
り
、
一
部
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
箇
所
が
あ
り
ま

す
。

日�

時
　
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
10
時

～
15
時

問
い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
５
５
１
０
）

※�

６
月
以
降
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日

に
情
報
伝
達
訓
練
で
、
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

道
路
の
異
常
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

整
骨
院
な
ど
で
受
診
し
た
方
へ

林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

第
２
期
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

実
施
計
画
な
ど
を
定
め
ま
し
た

旧
登
別
温
泉
小
学
校
の
校
舎
内

を
見
学
で
き
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

新生町３・４丁
目

６月４日㈪～
６月９日㈯　

５月21日㈪～
６月１日㈮　

鷲別町１～３丁
目

６月11日㈪～
６月16日㈯　

５月28日㈪～
６月８日㈮　

新生町１・２丁
目

６月18日㈪～
６月23日㈯　

６月４日㈪～
６月15日㈮　

大和町、栄町 ６月25日㈪～
６月30日㈯　

６月11日㈪～
６月22日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



抽
選
日
時
　
５
月
27
日
㈰
10
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
20

歳
以
上
の
方

品�

目
　
テ
ー
ブ
ル
、
自
転
車
、
整
理

棚
な
ど

販�

売
価
格
　
500
円
か
ら
（
自
転
車
な

ど
は
無
料
）

申�

し
込
み
　
５
月
14
日
㈪
か
ら
25
日

㈮
ま
で
に
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

１
期
）
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈭
で

す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
５
）

・�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　
５
月
31
日
㈭
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど

を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

専
用
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
税
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税

で
は
、
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ

ず
、
納
税
確
認
ま
で
10
日
程
度
か

か
る
た
め
、
納
税
後
す
ぐ
に
車
検

を
更
新
す
る
場
合
は
、
納
税
通
知

書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

・�

納
税
通
知
書
（
税
額
・
住
所
変
更

な
ど
）
に
つ
い
て
…
札
幌
道
税
事

務
所
自
動
車
税
部

�

（
☎
011

－

746

－

１
１
９
０
）

・�

納
税
相
談
に
つ
い
て
…
胆
振
総
合

振
興
局
納
税
課
（
☎
�
９
５
８
４
）

・�

減
免
に
つ
い
て
…
胆
振
総
合
振
興

局
納
税
課
（
☎
�
９
５
８
５
）

　
全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

に
関
す
る
相
談
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
事
前
予
約
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た
資
料
を
準

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
（
１

人
１
点
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
市
は
、
市
内
の
観
光
資
源
を
活
用

し
た
事
業
を
推
進
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
北
海
道
と
共

同
で
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ

く
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
計
画
を
策
定
し
、

備
し
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
）

○�

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈭
で
す

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
の
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。

　
納
税
通
知
書
を
５
月
10
日
㈭
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
５
）

○�

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

㈭
で
す

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
道
税
で
、
納
税
通
知
書
を
５
月
７

日
㈪
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
札

幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

観
光
関
連
事
業
を
行
う
事
業
者
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
商
工

労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
１
７
１
）

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
北
海

道
知
事
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
に
関
す
る
相
談
は
事
前
に

予
約
を
～
室
蘭
年
金
事
務
所
～

観
光
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を

考
え
て
い
る
方
へ

平
成
30
年
度
軽
自
動
車
税
・

自
動
車
税
の
納
税
に
つ
い
て

登別市本庁舎建設基本構想（案）、
幌別地区と鷲別地区の消防体制
について（素案）の
市民説明会を開催します

日　時 場　所
５月15日㈫18時～ 市民会館
５月16日㈬18時～ 婦人センター
５月17日㈭18時～ 鷲別公民館
５月18日㈮14時～ 登別温泉公民館

　平成29年11月に開催した地区懇談会や各団体な
どとの情報交換の場において、多くの皆さんから
『本庁舎の建て替えは必要』との力強いご意見な
どをいただきました。
　市は、これらをふまえ、新庁舎の基本的事項と
して、基本方針や位置、機能、規模など、庁舎に
関する基本的な市の考え方をまとめ、市民の皆さ
んと大きな目標設定を共有するため、『登別市本
庁舎建設基本構想（案）』を作成するとともに、
消防の今後のあり方をお示しする『幌別地区と鷲
別地区の消防体制について（素案）』を作成しま
した。市民の皆さんのご意見をさらにお聞きする
ため、市民説明会を開催します。

問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）
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審議会での主なＱ＆
アンド

Ａ

▶問い合わせ　水道グループ（☎�５５０１）

水道料金の改定について
～第１回水道事業運営審議会の開催結果をお知らせします～

2020年度から事業運営が立ちゆかなく
なるという見込みだが、前回の料金改
定から何も対策を行っていないのです
か。

水道料金を値上げすることによって、
どのような施設整備を行うのですか。

施設などの老朽化により、漏水が増え
ているとのことですが、どのくらいの
量が漏水しているのですか。

利用状況に応じた施設の統廃合などに
よる維持管理経費の縮減や収納対策強
化などに取り組んできました。

施設の重要性から優先順位を決定し、
主要施設である浄水場の更新・延命化
や配水池の耐震化、水道管改良などの
整備を行う予定です。

2016年度では、全体の給水量のうち、
約13㌫が家庭などへ供給されておらず、
施設や管路などの老朽化による漏水な
どに起因するものと考えています。

　市の水道事業は、安全で安心な水道水
を安定して供給できるように、将来の経
営見通しを明らかにし、経営状況の健全
化を図るために必要な取り組みを『登別
市水道事業経営戦略』としてまとめ、広
報のぼりべつ４月号では、水道料金の改
正案についてお知らせしました。
　市は、さまざまな意見を伺い、方向性
を決定していくため、３月に登別商工会
議所や登別消費者協会などの市内団体、
会計分野や水道分野において専門的知見
をお持ちの方などによる『第１回水道事
業運営審議会』を開催しました。
　今回の審議会では、市より、水道事業
の現状や経営戦略、水道料金を改定しな
ければならない理由、市が現時点で考え
る改定内容についての説明を行いました。
引き続き審議会では、料金改定の必要性
について審議を行い、取りまとめた意見
を市に提出する予定で、開催結果につい
ては、広報のぼりべつや市公式ウェブサ
イトでお知らせしていきます。

　
家
庭
か
ら
出
る
水
銀
を
含
ん
だ
体

温
計
や
蛍
光
管
、
ボ
タ
ン
電
池
な
ど

は
『
有
害
ご
み
』
に
分
別
さ
れ
ま
す
。

　
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ

て
、
袋
に
有
害
ご
み
と
書
き
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
と
防
災
協
定
を
結
ん
で
い
る
第

71
戦
車
連
隊
が
所
属
す
る
第
７
師
団

の
行
事
で
す
。

日
時
　
５
月
27
日
㈰
８
時
～
15
時

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地

問�

い
合
わ
せ
　
第
７
師
団
司
令
部
総

務
課
広
報
渉
外
班

�

（
☎
０
１
２
３
�
５
１
３
１
）

　
経
済
産
業
省
は
、
平
成
30
年
６
月

１
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所

を
対
象
に
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す

が
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
統
計
法
に

基
づ
き
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

※�

割
れ
た
蛍
光
管
は
『
燃
や
せ
な
い

ご
み
』
に
分
別
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
登
別
市
を
含
む
西
胆
振
２
市
３
町

は
、
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
を

守
る
た
め
、
地
域
住
民
が
財
産
管
理

な
ど
を
行
う
『
市
民
後
見
人
』
を
養

成
す
る
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
講
座
開
催
に
先
立
ち
、
成
年

後
見
制
度
や
市
民
後
見
人
の
業
務
な

ど
に
つ
い
て
事
前
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

日�

時
　
６
月
22
日
㈮
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

対�

象
　
登
別
市
・
室
蘭
市
・
豊
浦
町
・

壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
に
居
住
す
る

75
歳
未
満
の
方

申�

し
込
み
　
６
月
13
日
㈬
ま
で
に
室

蘭
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
５
０
６
２
）

水
銀
を
含
ん
だ
ご
み
は
有
害
ご
み

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
記
念
行
事

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

成
年
後
見
研
修
会
・
市
民
後
見
人

養
成
講
座
事
前
説
明
会
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　
集

写真で語る昔の

パブリックコメントの実施結果をお知らせします
案件名 募集期間 提出され

た意見数 問い合わせ
登別市生活排水処理
基本計画（案）

２月５日㈪～
３月７日㈬　 ０件 環境対策グループ

� （☎�２９５８）
登別市墓地使用条例
の一部改正（案）

３月１日㈭～
３月31日㈯　 １件 市民サービスグループ

� （☎�２１３９）
※�寄せられた意見や意見に対する市の考え方については、市公式ウ
ェブサイトに掲載しているほか、市役所１階市民ロビーや各支所、
市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市
民活動センター、市民サービスグループに備え付けています。

　
外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ジ
・
ウ

メ
ザ
ワ
さ
ん
が
出
身
地
で
あ
る
カ
ナ

ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
ト
ロ
ン
ト
の
文

化
や
日
本
で
の
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
22
日
㈫
18
時
～
19
時

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

　
登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
年
８
回

程
度
の
基
礎
コ
ー
ス
と
、
市
内
で
開

催
さ
れ
る
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て
情

報
提
供
す
る
連
携
コ
ー
ス
で
構
成
さ

れ
る
市
民
大
学
で
す
。

テ�

ー
マ
　
出
身
地
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ

リ
オ
州
ト
ロ
ン
ト
と
日
本
で
の
暮

ら
し
に
つ
い
て

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
５
月
16
日
㈬
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

申�

し
込
み
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
や
各
支
所
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
思
�
９

７
４
４
）
に
提
出

※�

コ
ー
ス
の
内
容
や
受
講
料
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
な
ど

　
郷
土
資
料
館
敷
地
内
の
桜
を
撮
影

し
た
写
真
展
を
開
催
す
る
た
め
、
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

展�

示
期
間
　
５
月
12
日
㈯
～
６
月
10

日
㈰

募
集
期
日
　
６
月
１
日
㈮

※�
展
示
期
間
中
に
持
参
い
た
だ
い
た

作
品
は
、
随
時
展
示
し
ま
す
。

出
品
条
件
　

・
展
示
で
き
る
状
態
で
あ
る
こ
と

・�

人
物
が
写
っ
て
い
る
写
真
は
、
被

写
体
の
方
の
承
諾
を
得
た
上
で
出

品
す
る
こ
と

・�

１
人
５
作
品
ま
で
で
、
過
去
３
年

以
内
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る

こ
と

※�

撮
影
者
・
出
品
者
の
氏
名
や
作
品

タ
イ
ト
ル
の
表
示
の
有
無
、
写
真

の
サ
イ
ズ
は
自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
活
動
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
６
人

任�

期
　
３
年
（
平
成
30
年
６
月
１
日

～
平
成
33
年
５
月
31
日
）

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

の
方

申�

し
込
み
　
５
月
15
日
㈫
ま
で
に
、

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け

ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
環
境

対
策
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

０
０
０

２
登
別
市
幸
町
２
丁
目
５
）
に
提

出
問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

第
２
回
国
際
理
解
講
座

平
成
30
年
度
登
別
と
き
め
き

大
学
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

登
別
市
環
境
保
全
市
民
会
議

委
員
の
募
集

『
さ
く
ら
写
真
展
２
０
１
８
』

の
開
催
・
作
品
募
集

第10回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

『中登別の桜並木』
　

　
市
内
に
あ
る
桜
の
名
所
の
一
つ
で
あ
る
中
登

別
の
桜
並
木
。
当
時
の
皇
太
子
殿
下
の
御
生
誕

を
記
念
し
て
地
域
の
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

約
１
千
本
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植

樹
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
一
時
期
、
桜
の
木
が
老
衰
や
病
気

な
ど
に
よ
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
治
療
や
植
樹
に

よ
り
、
現
在
も
満
開
の
花
で
登
別
温

泉
へ
向
か
う
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ

ん
な
ど
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
『
桜
の
ト
ン
ネ
ル
』
と
も
呼
ば
れ

る
中
登
別
町
の
桜
並
木
は
、
植
樹
な

ど
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
努
力

が
関
係
者
の
手
に
よ
り
現
在
も
重
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
５
月
に
満
開
の
時
期
を
迎

え
ま
す
の
で
、
桜
並
木
の
下
を
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

－昭和９年５月16日、25日、27日－
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貸
付
期
間
　
５
月
初
旬
～
10
月
末

場
所
　
札
内
町
204

－

１

開
設
者
　
中
村
み
つ
の
さ
ん

募�

集
区
画
　
58
区
画
（
１
区
画
の
面

積
は
49
平
方
㍍
）

利
用
料
金
　
１
区
画
に
つ
き
６
千
円

申�

し
込
み
　
中
村
さ
ん
（
☎
�
４
５

ス
タ
ー
の
み
）
を
添
え
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

８

７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
）
に
郵

送
ま
た
は
持
参

※�

小
・
中
学
生
は
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

日�

時
　
８
月
22
日
㈬
13
時
30
分
～
16

時
場�

所
　
北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局

（
室
蘭
市
海
岸
町
１
丁
目
４

－

１
）

受�

験
願
書
受
付
期
間
　
５
月
14
日
㈪

～
25
日
㈮
（
消
印
有
効
）

受
験
手
数
料
　
６
千
900
円

※�

受
験
資
格
や
受
験
願
書
の
配
布
先

な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
北
海
道
胆
振
総
合
振

興
局
保
健
環
境
部
保
健
行
政
室

（
室
蘭
保
健
所
）
企
画
総
務
課
企

８
９
、
☎
090

－

９
７
５
８

－

４
５

１
１
）

画
係
（
☎
�
９
８
４
４
）

日�

時
　
６
月
４
日
㈪
～
27
日
㈬
（
金
・

土
・
日
曜
日
は
除
く
）
18
時
～
20

時
場�

所
　
北
海
道
立
室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
（
室
蘭
市
み
ゆ
き
町
２
丁

目
９

－

５
）

対�

象
　
業
務
上
で
、
ワ
ー
ド
の
基
本

的
な
ス
キ
ル
が
必
要
な
方

内�

容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
ワ
ー
ド
基

礎
）

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
約
２
千
円
（
教
材
費
な
ど
）

申�

し
込
み
　
５
月
14
日
㈪
ま
で
に
同

学
院
（
☎
�
７
８
２
０
）

　
６
月
23
日
㈯
か
ら
29
日
㈮
ま
で
の

『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
に
向
け
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
６
月

23
日
㈯
か
ら
29
日
㈮
ま
で
市
民
会
館

で
展
示
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
７
日
㈪
～
25
日
㈮

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
の
方

作
品
テ
ー
マ
　

・�

標
語
　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の

・�

習
字
　
『
女
』
、
『
男
』
（
小
学

４
年
生
）
、
『
成
長
』
（
小
学
５

年
生
）
、
『
思
い
や
り
』
、
『
温

か
い
心
』
（
小
学
６
年
生
）
、

『
男
女
平
等
』
、
『
男
女
共
同
』
、

『
参
画
社
会
』
、
『
共
同
参
画
』

（
中
学
生
以
上
）
の
い
ず
れ
か

・�

ポ
ス
タ
ー
　
男
女
が
個
人
の
能
力

で
均
等
に
社
会
に
参
画
し
て
い
る

様
子
を
描
い
た
も
の

※�

用
紙
の
大
き
さ
は
自
由
（
応
募
は

１
人
１
点
）
。

応�
募
方
法
　
作
品
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
（
学
年
）
、
題
名
（
ポ

市
民
農
園
の
利
用
者
募
集

平
成
30
年
度
調
理
師
試
験

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
た
作
品
を
募
集
し
ま
す

平成30年度登別市デンマーク友好都市
中学生派遣交流事業の派遣生徒と
市民サポーターを募集します

登別市民憲章
「フォト＆

アンド

メッセージ」
コンテストの作品を募集します

登別市民憲章制定５０周年記念

　この事業は、日本と異な
る生活や文化の体験を通し
て、生徒の人間性を豊かに
するとともに、友好都市と
の交流を深めることを目的
に実施します。
▶派遣期間　８月９日㈭～18日㈯
▶�派遣都市　デンマーク王国ファボー・ミッ
ドフュン市
▶�募集人数　中学生８人、北海道登別明日中
等教育学校前期課程の生徒１人、市民サ
ポーター１人
※�生徒の応募が２人以下の場合は実施しませ
ん。
◎派遣生徒　
・�参加費用　13万5,800円（派遣人数やその
他の要因で金額が変わることがあります）
・�申込書　各中学校で生徒に配布しているほ
か、市公式ウェブサイトに掲載
◎市民サポーター　
・�対象　事前・事後の研修や市主催の報告会
に参加することができ、派遣生徒や引率者
（市職員と中学校英語教諭）の関係者でな
い市内居住の20歳以上の方

・参加費用　30万円程度
・�申込書　市役所１階総合案内と企画調整グ
ループに備え付けているほか、市公式ウェ
ブサイトに掲載
▶�申込方法　申込書に必要事項を記入し、５
月18日㈮までに企画調整グループに持参ま
たは郵送（〒059－8701中央町６丁目11、消
印有効）
▶問い合わせ　企画調整グループ
� （☎�１１２２）

　平成30年度に制定50周年を迎えた市民憲章。日頃
の活動や出来事の中にある市民憲章に掲げられた想
いを写真とメッセージで伝えてみませんか。

▶問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）

▶�募集内容　市民憲章の５つの章につながる活動や
生物、景観、人物、行事など、市内で撮影した写
真とそれにまつわるメッセージやエピソード（20
0字まで）を添えたもの
　※�写真は、市民憲章制定当時から今に至るまでに
撮影したものとします。

▶募集期日　７月31日㈫
▶参加資格　市民、市内で就労・就学されている方
※�詳細につきましては、市内公共施設などに設置す
るポスターまたは市公式ウェブサイトをご覧いた
だくか、市民協働グループに問い合わせください。
※入賞作品は、市内公共施設などで展示を行います。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

①
Ｏ
Ａ
基
礎
科
　

期
間
　
５
月
28
日
㈪
～
（
３
カ
月
間
）

場�

所
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ

ト
（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

募
集
締
め
切
り
　
５
月
８
日
㈫
ま
で

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
　

期
間
　
６
月
18
日
㈪
～
（
３
カ
月
間
）

場�

所
　
三
幸
カ
レ
ッ
ジ
室
蘭
校
（
室

蘭
市
中
島
町
１
丁
目
23

－

10
）

募
集
締
め
切
り
　
５
月
31
日
㈭
ま
で

③
医
療
介
護
事
務
科
　

月
日
　
６
月
17
日
㈰

場
所
・
内
容
　

○�

室
蘭
市
・
乙
種
（
第
１
～
６
類
）
、

期
間
　
６
月
26
日
㈫
～
（
３
カ
月
間
）

場
所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会

募�

集
期
間
　
５
月
７
日
㈪
か
ら
６
月

７
日
㈭
ま
で

定
員
　
①
15
人
、
②
・
③
各
20
人

※
選
考
試
験
が
あ
り
ま
す
。

※�

願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
�
８
６
８
９
）
、
北
海
道
立

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
（
☎
�

７
８
２
０
）

丙
種

○�

苫
小
牧
市
・
甲
種
、
乙
種
（
第
１

～
６
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・
書
面
…
５
月
10
日
㈭
～
17
日
㈭

・
電
子
…
５
月
７
日
㈪
～
14
日
㈪

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

月
日
　
６
月
17
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市

内�
容
　
甲
種
（
特
類
・
第
１
～
５

類
）
、
乙
種
（
第
１
～
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・
書
面
…
５
月
10
日
㈭
～
17
日
㈭

・
電
子
…
５
月
７
日
㈪
～
14
日
㈪

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

職
業
訓
練
生
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
設
備
士
試
験

生活困窮者の自立した生活に
向けた支援を行っています

問い合わせ　社会福祉グループ生活支援相談室（☎�１９１１）

　働いているのに生活が苦しい、失業してしまい今後どうしたらよいかわからな
いなど、毎日の生活に困窮している方に対し、市は、自立した生活を送れるよう
状況に応じた支援を行っています。４月から、これまでの取り組みに加え、新た
な支援を実施していますので、暮らしや仕事、そのほか生活の中の困りごとがあ
りましたら、社会福祉グループ生活支援相談室にご相談ください。

・家計相談支援事業（平成30年４月から）　
　�　収入はあるものの生活が苦しい、家計の管理
がうまくいかないなどの悩みを抱えている方に
対して、自身で家計を見直し、生活を改善する
支援を行います。
・就労準備支援事業（平成30年４月から）　
　�　キャリアカウンセラーなど、専門的な資格を
有する支援員が、生活習慣の見直しや就労に向
けた基礎的能力を養うための訓練など、就職に
向けた準備を支援します。

・生活困窮者自立相談支援事業　
　�　相談支援員が相談者と共にどのような支援が
必要かを考え、寄り添いながら生活の安定に向
けた支援を行います。
・住居確保給付金事業　
　�　離職などにより住居を失った、または失うお
それがある方で、就職に向けた活動をしている
方に対し、一定期間、家賃相当額を支給します。

　※�世帯収入や資産の状況などの制限があります。

『トランスイート四
し

季
き

島
しま

』
へのおもてなし

　日本の四季の移ろいを楽しむクルー
ズトレイン『トランスイート四季島』
が平成30年度も４月から運行を開始し
ました。上野駅を出発し、本州を一路
北上、毎週火曜日の16時10分ごろに登
別駅に到着するので、おもてなしの気
持ちを込めて、沿線で手を振りません
か。
※運行のない週もあります。
※�線路や踏切内に立ち入ることのない
ようにし、周囲の安全に十分ご注意
ください。

問い合わせ　観光振興グループ
� （☎�５３０１）

17 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ６月16日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

６月８日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

５月26日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

５月25日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

特設人権・
困りごと相談所

６月１日㈮
９時30分～12時30分

イオン登別店２階
ギャラリー（若山町）

人権問題や夫婦・不動産・金
銭・雇用・いじめの問題など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

社会福祉グル
ープ 仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室

（☎�１９１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

５月17日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

５月10日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

５月17日㈭・18日㈮
17時30分～20時
５月19日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、市営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

５月29日㈫・６月15
日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

18� 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日時 診療所名・住所・電話番号
５月３日㈭
９時～11時

田中デンタルクリニック�（☎�２４７２）
登別市中央町１丁目３－13

５月４日㈮
９時～11時

さくら歯科・矯正歯科
� （☎０１４２㉑４１０８）
伊達市舟岡町208－27

５月５日㈯
９時～11時

谷口歯科医院� （☎㉓９０９０）
室蘭市御前水町２丁目１－16

５月６日㈰
９時～11時

多田歯科医院� （☎㉒１１８４）
室蘭市中央町３丁目７－13

５月13日㈰
９時～11時

高砂歯科医院� （☎�８６２２）
室蘭市高砂町５丁目31－12

５月20日㈰
９時～11時

林歯科医院� （☎�２２２４）
室蘭市高砂町１丁目51－18

５月27日㈰
９時～11時

福田歯科� （☎�６１０６）
室蘭市輪西町２丁目８－２

６月３日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院� （☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２
飯渕歯科医院� （☎�１１８８）
登別市登別東町３丁目２－２

５月～６月の歯科救急医療

日
時
・
場
所
・
内
容
　

・�

５
月
10
日
㈭
…
富
士
保
育
所
（
室

日
時
　
５
月
12
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
体
操
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

内
遊
び
）
、
鷲
別
保
育
所
（
集
団

遊
び
）

・�

５
月
15
日
㈫
…
登
別
保
育
所
（
室

内
遊
び
）

・�
５
月
17
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所
、

栄
町
保
育
所
（
室
内
遊
び
）

※�
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護
者
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内
容
　
森
の
恵
み
を
探
す
散
歩

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

装
、
汚
れ
て
も
よ
い
靴
、
防
寒
着
、

帽
子
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
５
月
７
日
㈪
10
時
～
15
時

※�

12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
親
子

内�

容
　
屋
内
で
の
自
由
遊
び
、
工
作
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－
１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

日
時
　
５
月
15
日
㈫
11
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内�

容
　
お
花
見
ピ
ク
ニ
ッ
ク
（
雨
天

時
は
屋
内
で
工
作
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、
動
き
や

す
い
服
装
と
靴
、
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
５
月
18
日
㈮
10
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
、
子
育

て
支
援
を
さ
れ
て
い
る
指
導
者

内�

容
　
外
遊
び
の
楽
し
み
方
と
リ
ス

日�

時
　
５
月
19
日
㈯
10
時
30
分
～
12

ク
管
理

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
５
月
17
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

19 すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



そ
の
保
護
者

内
容
　
イ
タ
ン
キ
浜
の
海
岸
を
散
歩

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
、
お
や
つ
、
帽
子
、

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
な
ど

※�

天
候
に
よ
っ
て
は
、
外
で
昼
食
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申�

し
込
み
　
５
月
24
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
５
月
24
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分

日�

時
　
６
月
５
日
㈫
９
時
30
分
～
13

時
場
所
　
だ
ん
パ
ラ
公
園
（
室
蘭
市
）

対�

象
　
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
昼
食
、
動
き
や
す
い
服
装

日�

時
　
６
月
12
日
㈫
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
、
オ
ム
ツ
、
バ
ス

タ
オ
ル
１
枚
な
ど

申�

し
込
み
　
５
月
21
日
㈪
か
ら
25
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
５
月
25
日
㈮
10
時
～
12
時

集
合
場
所
　
潮
見
公
園
（
室
蘭
市
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

な
ど

申�

し
込
み
　
５
月
７
日
㈪
か
ら
11
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

公
園
で
遊
ぼ
う～親

子
バ
ス
遠
足
～

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

予防接種（無料）を受けましょう
接種ワクチン（回数） 対象年齢

ＢＣＧ（１回） ０歳

Ｂ型肝炎（３回） ０歳

小児用肺炎球菌（４回） 生後２カ月～４歳

ヒブ（４回） 生後２カ月～４歳

四種混合、三種混合、不
ふ

活
かつ

化
か

ポリオ（４
回） 生後３カ月～７歳６カ月未満

日本脳炎（４回）※１ ・生後６カ月～７歳６カ月未満
・９歳～19歳

麻しん風しん混合（１期１回、２期１回） ・１期：１歳
・２期：小学校入学前の１年間

水
すい

痘
とう

（２回） １歳～２歳

二種混合（１回） 11歳～12歳

ヒトパピローマウイルス（子宮頸
けい

がん）
（３回）※２

小学６年生～高校１年生相当
（女性）

※�１　特に接種をお勧めする年齢の方には、個別にお知らせします。
※２　接種を積極的にお勧めしていません。
▶持ち物　母子健康手帳
▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成30年１月生まれ）

６月７日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年８月生まれ）

６月20日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成28年11月生まれ）

６月27日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年５月生まれ）

６月14日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

６月28日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康相談� 健康診査
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せ
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日
時
　
６
月
６
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
１
歳
か
ら
１
歳
６
カ
月
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
で
、
初

め
て
『
親
子
む
し
歯
予
防
教
室
』

に
参
加
さ
れ
る
方

内�

容
　
歯
に
関
す
る
話
、
歯
科
検
診
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
無
料
フ
ッ

素
塗
布
（
希
望
者
）

担�

当
歯
科
医
師
　
三
国
フ
ァ
ミ
リ
ー

歯
科
・
三み

国く
に

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母

子
健
康
手
帳

申�

し
込
み
　
６
月
１
日
㈮
ま
で
に
　

健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎

�
０
１
０
０
）

日�

時
　
６
月
７
日
か
ら
７
月
５
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
10
時
～
12
時

（
全
５
回
）

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

場�

所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
５
月
14
日
㈪
か
ら
18
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�
時
　
６
月
19
日
か
ら
７
月
17
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
12
時

（
全
５
回
）

対�

象
　
２
歳
６
カ
月
か
ら
３
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

場
所
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
　
手
遊
び
や
運
動
遊
び
な
ど

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
５
月
21
日
㈪
か
ら
25
日

㈮
ま
で
の
13
時
か
ら
17
時
ま
で
に

鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
１
２
３
５
）

親
子
む
し
歯
予
防
教
室

あ
そ
び
の
広
場

１
歳
児
グ
ル
ー
プ

あ
そ
び
の
広
場

２
歳
児
グ
ル
ー
プ

脳ドックを受診しませんか

千円ドックを受診しませんか

実施
機関 ①Ｊ

ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院 ②日鋼記念病院 ③まつもと脳神経外科
クリニック ④大川原脳神経外科病院

対象

　国民健康保険に平成30年４月１日以前から継続して加入している20歳以上の方または後期高齢者医療制度
に加入している方で、保険税（料）を滞納していない方
※�脳外科で治療・経過観察中の方や前年度に脳ドックを受診した方、ペースメーカーなどの金属が入ってい
る方などは受診できません。詳しくは問い合わせください。

検査
項目

頭部ＭＲＩ、頭部・頸部ＭＲＡ、心電図、特定健診、健康診査（④のみ頸部超音波検査、貧血検査、視力・
聴力検査、胸部Ｘ線検査が追加されます）

料金 7,000円 11,000円

申込
期間

５月９日㈬～平成31年２月28日㈭
※定員になり次第締め切ります。

５月９日㈬～31日㈭
※�定員超過のときは抽選
（６月に結果通知）。

日時 ①６月30日㈯
９時～　

②７月１日㈰
９時～　

③７月７日㈯
９時～　

場所 市民会館 鷲別公民館 市民会館
対象 国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入している40歳以上の方

検査
項目

○必須項目
　身体・血圧・視力・聴力測定、尿・血液（血糖、脂質、肝・腎機能、
貧血）検査、心電図、眼底、大腸がん検診（便潜血）、肺がん検診
○選択項目（無料）
　胃がん検診（バリウム）
　前立腺がん検診…治療中でない50歳以上の男性対象

定員 各日60人
（申し込み順）

30人
（申し込み順）

料金 1,000円
※保険税（料）に滞納がある方は検査料金が異なります。

持ち物 特定健診または健康診査の受診券

※平成30年度内で短期人間ドック、千円ドック、特定健診、健康診査との重複受診はできません。

※�特定健診や健康診査、脳ドック、短期人間ドックとの重複受診はでき
ません。
▶�申し込み　①②は５月16日㈬から６月８日㈮まで、③は５月16日㈬か
ら６月15日㈮までに国民健康保険グループ（☎�１７７１）、年金・
長寿医療グループ（☎�２１３７）

申 し 込 み

申し込み　国民健康保険グループ（☎�１７７１）、年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）
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健

　康

い
き
い
き

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
地
域
連
携

　
室
（
☎
�
２
２
４
１
）

日
時
・
場
所
　

・�

５
月
８
日
㈫
９
時
45
分
…
三
愛
病

院
・�

５
月
９
日
㈬
10
時
～
14
時
…
ア
ー

ニ
ス

内�

容
　
健
康
・
栄
養
・
医
療
福
祉
相

談
、
作
品
展
示
、
パ
ン
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院

�

（
☎
�
１
１
１
１
）

日
時
　
５
月
26
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
市
立
室
蘭
総
合
病
院

対
象
　
西
胆
振
に
住
ん
で
い
る
方

内�

容
　
脳
卒
中
に
関
す
る
講
演
会
、

ビ
デ
オ
上
映

講�

師
　
同
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
・

大お
お

山や
ま

浩ひ
ろ

史し

さ
ん
、
脳
卒
中
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護
師
・

菅す
が

原わ
ら

大だ
い

輔す
け

さ
ん

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
市
は
、
保
護
者
が
育
児
に
困
っ
た

と
き
の
相
談
先
が
分
か
る
よ
う
に
、

『
困
っ
た
と
き
の
子
育
て
ガ
イ
ド
～

相
談
先
一
覧
～
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

同
ガ
イ
ド
は
、
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー

プ
、
し
ん
た
21
、
各
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
、
市

内
の
医
療
機
関
・
歯
科
医
院
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

　
特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
や
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
調
べ
る

健
診
で
、
通
院
中
の
方
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同

封
の
案
内
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対�

象
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
方

送
付
時
期
　
４
・
５
月

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

看
護
の
日
の
催
し
を
開
催
し
ま
す

～
三
愛
病
院
～

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

～
市
立
室
蘭
総
合
病
院
～

『
困
っ
た
と
き
の
子
育
て
ガ
イ
ド
』

を
ご
存
じ
で
す
か

特
定
健
診
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す

高齢者肺炎球菌予防
接種実施のお知らせ

▼市内の実施医療機関
医療機関名 住所 電話番号

Ｊ
ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院 登別温泉町133 �2165
三愛病院 中登別町24－12 �1111
登別東クリニック 登別東町2丁目15－35 �2000
登別記念病院 中央町1丁目1－４ �3000
皆川病院 中央町3丁目20－5 �0111
開田医院 中央町5丁目４－3 �27４6
堀尾医院 富士町6丁目21－1 �2878
いわた内科クリニック 桜木町3丁目2－15 �5522
登別すずらん病院 青葉町34－９ �1000
いしはら小児科 若山町3丁目12－34 �5631

みながわ往診クリニック 若山町４丁目40－5
メ－プル・ペットワン101 �5９62

あらい内科医院 若山町４丁目42－5 �0338
伊
い

丹
たみ

腎クリニック 若山町４丁目43－2 �４321
くにもと内科循環器科 富岸町2丁目2－20 �00９2
いしまる神経内科 新生町1丁目26－20 �7070
内科消化器科サンクリニック 新生町3丁目11－11 �3131
若草ファミリークリニック 若草町４丁目24－1 �5180
恵愛病院 鷲別町2丁目31－1 �2200

▶対象　
①�平成30年度に65歳、70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、100歳となる方
②�60歳以上65歳未満の方で身体障害者手
帳１級（心臓、じん臓、呼吸器の機能
障害またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害に限る）をお持ちの方
※�過去に高齢者肺炎球菌予防接種を受け
たことのある方は対象外。
▶実施期間　平成31年３月31日㈰まで
▶費用　2,400円
※�市民税非課税世帯の方と生活保護受給
者の方は、介護保険料納入通知書、後
期高齢者医療限度額適用・標準負担額
減額認定証、生活保護受給証明書、世
帯全員の課税証明書のいずれかを持参
すると無料で接種できます。
▶持ち物　
①�に該当する方…登別市高齢者肺炎球菌
予防接種券
②に該当する方…身体障害者手帳
※�４月上旬に対象者へ送付した『高齢者
肺炎球菌予防接種について（お知ら
せ）』に記載している実施医療機関一
覧について、一部誤りがありました。
正しくは、右の表をご覧いただくか、
健康推進グループまで問い合わせくだ
さい。
▶問い合わせ　健康推進グループ
� （しんた21内・☎�０１００）

※�室蘭市内にも受診可能な医療機関があります。室蘭市内で受診
を希望される場合は、健康推進グループまで問い合わせくださ
い。
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『
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し
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み
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中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

５
月
号

日
時
　
５
月
５
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な

し
～
桃
太
郎
・
わ
ら
し
べ
長
者
～

②
13
時
30
分
…
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

子
ど
も
の
日
　
映
画
会

日�

時
　
５
月
10
日
㈭
～
16
日
㈬
10
時

～
15
時

場�

所
　
カ
フ
ェ
ウ
ポ
ポ
（
中
登
別
町

88

－

２
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
登
別
内
）

内�

容
　
福
島
県
の
『
南
相
馬
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
』
で
働
く
障
が
い
の
あ
る

方
と
絵
本
作
家
が
共
同
制
作
し
た

絵
画
の
展
示
会
、
絵
画
（
レ
プ
リ

カ
）
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
な
ど

南
相
馬
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ふ
く
の
島
展
２
０
１
８

展�

示
期
間
　
５
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭

10
時
～
17
時
（
10
日
は
15
時
ま
で
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
絵
画
（
日
本
画
・
油
彩
画
・

パ
ス
テ
ル
画
・
水
彩
画
・
葉よ

う

彩さ
い

画
）

や
陶
芸
な
ど
を
展
示

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
美
術
協
会
・
陳じ

ん

野の

原は
ら

さ
ん
（
☎
�
３
１
９
８
）

日
時
　
５
月
12
日
㈯
13
時
～
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
絵
本
作
家
・
堀ほ

り

川か
わ

真ま
こ
と

さ
ん
に

よ
る
①
お
は
な
し
会
、
②
道
具
工

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対�

象
　
①
は
ど
な
た
で
も
、
②
は
３

歳
児
か
ら
小
学
１
・
２
年
生
ま
で

展
示
期
間
　
５
月
12
日
㈯
ま
で

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
絵
本
作
家
・
堀ほ

り

川か
わ

真ま
こ
と

さ
ん
の

原
画
展

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
５
月
26
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
５
月
19
日
㈯
10
時
～
13
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
体
験
や
チ
ャ
ン
バ
ラ
、

昔
の
遊
び
体
験
、
よ
さ
こ
い
の
ス

テ
ー
ジ
、
く
ず
湯
の
試
食
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
５
月
12
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

第
38
回
登
別
美
術
協
会

『
会
員
展
』
開
催
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
も
り
の
や
き
ゅ
う
ち
ー
む

ふ
ぁ
い
た
ー
ず
』
の
原
画
展

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

第
18
回

わ
ん
ぱ
く
サ
ム
ラ
イ
体
験

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

『
ス
マ
イ
ル
』

問�

い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
法
人
ホ
ー

プ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
登
別

�

（
☎
�
７
８
７
８
）

定
員
　
50
人

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

内�

容
　
英
会
話
初
心
者
が
カ
フ
ェ
で

英
会
話
の
勉
強

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
300
円
～
350
円
（
コ
ー
ヒ
ー

ま
た
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
付
き
）

申�

し
込
み
　
５
月
10
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
５
月
13
日
㈰
８
時
30
分
（
８

時
か
ら
受
付
）

※
小
雨
決
行
。

集�

合
場
所
　
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
３
合
目

登
山
口

内�
容
　
芽
吹
き
始
め
た
木
々
を
見
な

が
ら
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
を
散
策

持�
ち
物
　
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、

手
袋
、
帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

日
時
　
５
月
19
日
㈯
15
時

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容
　
バ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
に
よ
る
演
奏

入
場
料
　
２
千
円

問�

い
合
わ
せ
　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
登
別
・
山
田
さ
ん

　
（
☎
090

－

８
３
４
２

－

９
３
８
２
）

第
44
回
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ

山
開
き
＆ア

ン
ド

市
民
登
山
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『
愛
の
メ
ロ
デ
ィ
』

日
時
　
６
月
２
日
㈯
13
時

場
所
　
仙
海
寺
（
若
山
町
２
丁
目
）

内
容
　
琴
と
尺
八
に
よ
る
演
奏

問
い
合
わ
せ
　
同
会
・
山
口
さ
ん

�

（
☎
�
３
４
５
９
）

　
５
月
の
休
館
日
は
、
３
日
㈭
・
４

日
㈮
・
25
日
㈮
と
毎
週
月
曜
日
で
す
。

※
５
月
５
日
㈯
は
開
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

第
８
回
『
鈴り

ん

の
会
』
演
奏
会

市
立
図
書
館
休
館
情
報

履
き
な
れ
た
運
動
靴
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
山
岳
会
・
藤
木

さ
ん
（
☎
�
５
８
９
７
）
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日
時
　
５
月
26
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
温
泉

※�

集
合
場
所
は
、
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

内�

容
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
天
然
足
湯
・

日
帰
り
入
浴
体
験

講
師
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
500
円
（
日
帰
り
入
浴
券
、

保
険
料
含
む
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
な
ど

申�

し
込
み
　
５
月
８
日
㈫
か
ら
18
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
５
月
20
日
㈰
８
時
～
11
時
30

分
集
合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
駐
車
場

内�

容
　
鳥
の
さ
え
ず
り
を
楽
し
み
な

　
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
地
図
を
見

て
制
限
時
間
内
に
得
点
の
決
め
ら
れ

た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
て
、

日�

時
　
５
月
26
日
㈯
11
時
30
分
～
12

時
10
分

日
時
　
５
月
26
日
㈯
10
時
～
16
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�
容
　
大
き
な
筆
で
書
く
前
衛
的
な

書
道
『
墨
象
』
の
体
験

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

申
し
込
み
　
墨
生
会
・
永
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

１
３
８
８

－

４
５
３
９
）

日
時
　
５
月
20
日
㈰
10
時
～
13
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

内�

容
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
野
菜
の
特

売
、
花
苗
の
即
売
、
駄
菓
子
な
ど

の
販
売

問�

い
合
わ
せ
　
の
ぼ
り
べ
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ネ
ッ
ト
・
星
川
さ
ん
（
☎
�
２
６

２
６
）

　
郷
土
資
料
館
の
敷
地
内
に
は
、
６

種
類
45
本
の
桜
が
あ
り
、
満
開
の
期

間
に
合
わ
せ
て
資
料
館
を
無
料
開
放

し
ま
す
。
桜
と
と
も
に
資
料
館
の
展

示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

無
料
期
間
　
５
月
12
日
㈯
～
20
日
㈰

温
泉
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

さ
え
ず
り
を
楽
し
む
会

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
２
０
１
８

in
の

イ
ン

ぼ
り
べ
つ

古
代
製
鉄
法
た
た
ら
製
鉄

を
学
び
ま
せ
ん
か

墨ぼ
く

象し
ょ
う

体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

春
を
楽
し
も
う

～
Ｎ
ネ
ッ
ト
ま
つ
り
～

郷
土
資
料
館

『
さ
く
ら
ウ
イ
ー
ク
』

日
時
　
５
月
26
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容
　
シ
カ
の
角
と
ま
が
玉
の
か
け

ら
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
400
円

申�

し
込
み
　
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
カ

ン
ト
・
レ
ラ
（
☎
�
２
０
６
９
）

シ
カ
の
角
で

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う

が
ら
鳴
き
声
を
覚
え
る

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円

持�

ち
物
　
双
眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）
、

鳥
の
図
鑑
（
お
持
ち
の
方
）
、
筆

記
用
具
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
日

本
野
鳥
の
会
室
蘭
支
部
・
堀
本
さ

ん
（
☎
�
９
３
９
６
）

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容
　
日
本
古
来
の
製
鉄
法
『
た
た

ら
製
鉄
』
に
関
す
る
実
演
と
講
演

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の

会
・
石
崎
さ
ん
（
☎
�
１
１
７
９
）

そ
の
得
点
を
競
う
競
技
で
す
。

日�

時
　
６
月
３
日
㈰
９
時
30
分
～
14

時
30
分

※
雨
天
決
行
。

集
合
場
所
　
の
ぼ
り
ん

参
加
料

○�

２
時
間
の
部
…
１
千
500
円
、
中
学
・

高
校
生
500
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

○�

４
時
間
の
部
…
３
千
円
、
中
学
・

高
校
生
１
千
円
（
小
学
生
以
下
無

料
）

申�

し
込
み
　
５
月
27
日
㈰
ま
で
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
実
行
委

員
会
・
佐
藤
さ
ん
（
☎
�
３
８
７

５
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

　市内では、文化やスポーツなどの
さまざまな行事が数多く行われてお
り、より多くの方が参加できるよう
『平成30年度登別市内各種大会・行
事一覧表』を作成しました。
　一覧表は、市公式ウェブサイトに
掲載しているほか、市役所１階市民
ロビーや各支所、市民会館、しんた
21、市立図書館、市立図書館アーニ
ス分館、市民活動センターに設置し
ていますので、ご自由にお取りくだ
さい。
▶問い合わせ　企画調整グループ
� （☎�６５８６）

　合気柔術を始めてみませんか。
練習日時
　毎週火・木曜日…18時30分～20時30分
　毎週日曜日…10時～12時
場所　登別公民館
会費（月額）　大人…1,500円、小学生以下…500円
問い合わせ
　大東流合気柔術幸道会・松本さん（☎�２０１２）

登別市内各種
大会・行事一覧表
 を作成しました

大東流合気柔術幸道会会 員 募 集
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
６
月
16
日
㈯
９
時
30
分
～
15

時
場
所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
古
い
浴
衣
や
布
団
生
地
な
ど

を
使
っ
た
ぞ
う
り
作
り

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
布
の
生
地
、
昼
食

申�
し
込
み
　
５
月
24
日
㈭
か
ら
６
月

２
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�
（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
６
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
の

毎
週
月
・
木
曜
日
18
時
30
分
～
20

時
（
全
６
回
）

場
所
　
市
民
会
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

内
容
　
英
語
で
の
日
常
的
な
会
話

講
師
　
登
別
市
英
語
指
導
助
手

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

持
ち
物
　
筆
記
用
具

日�

時
　
５
月
26
日
㈯
13
時
～
14
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�
容
　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
『
歩
く
・

立
つ
・
座
る
』
た
め
の
講
話

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

講��

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

申�

し
込
み
　
５
月
24
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
５
月
26
日
㈯
15
時
（
14
時
30

分
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
心
身
と
も
に
健
康
的
な
生
活

を
送
る
た
め
に
役
立
つ
講
演
会

講�

師
　
札
幌
円ま

る

山や
ま

整
形
外
科
病
院
麻

酔
科
部
長
・
紅こ

う

露ろ

伸し
ん

司じ

さ
ん

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
国
際
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

�

（
☎
�
３
３
１
１
）

日
時
　
５
月
26
日
㈯
19
時
～

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ＨハＡ
ＮナＡ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－
７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
久く

保ぼ

タ
ク
マ
さ
ん
、
吉よ

し

永な
が

泰と
お
る

さ
ん
、
平ひ

ら

野の

義よ
し

明あ
き

さ
ん
に
よ
る
ラ

イ
ブ

定
員
　
30
人

料
金
　
２
千
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付
き
）

※
当
日
券
は
２
千
500
円
。

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
　
ア
ー
ニ
ス
、
ブ
テ

ィ
ッ
ク
花

問�

い
合
わ
せ
　
ブ
テ
ィ
ッ
ク
花
・
藤

井
さ
ん
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０

２
３
４
）

日
時
　
６
月
23
日
㈯
８
時
～
12
時

※
集
合
は
７
時
30
分
。

集�

合
場
所
　
室
蘭
港
（
室
蘭
市
海
岸

町
）

内
容
　
船
釣
り

対�

象
　
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
親

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
１
組
６
千
円
（
保
険
料
含

む
）

持�

ち
物
　
船
用
カ
レ
イ
竿
・
リ
ー
ル

（
レ
ン
タ
ル
可
）
、
仕
掛
け
・
救

命
胴
衣
（
無
料
貸
し
出
し
）
、
タ

オ
ル
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
防

体
験
学
習
『
布
ぞ
う
り
作
り
』

初
心
者
英
会
話
教
室

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

『
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に
』
の

講
演
会

『
久
保
タ
ク
マ
ト
リ
オ
』

ブ
ル
ー
ス
Ｌラ

イ

ブ

Ｉ
Ｖ
Ｅ

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

申�

し
込
み
　
５
月
25
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

寒
具
な
ど

申�

し
込
み
　
５
月
15
日
㈫
か
ら
30
日

㈬
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

　５月13日㈰に『第43回登別こいのぼり
マラソン』が開催されますので、沿道か
ら温かい声援をお願いします。皆さんの
応援をお待ちしています。
▶�時間　９時スタート（８時45分から10
時45分までの間、交通規制が行われま
す）
▶発着地点　市営陸上競技場
※�詳しくは、登別こいのぼ
りマラソン公式フェイス
ブックをご覧ください。
▶問い合わせ　
　同実行委員会
� （社会教育グループ内☎�１１２９）
※５月12日㈯・13日㈰の問い合わせ
� （同実行委員会☎080－9691－3314）

ランナーを応援しませんか
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のぼりん文化講座

申し込みは開催日の３日前までです。

大正琴教室（岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師）
日時　５月14日㈪10時～12時
内容　初心者向けの曲を練習します
定員　５人（申し込み順）

パステル画教室（武
たけ

田
だ

　秀
ひで

章
あき

講師）
日時　５月18日㈮10時～12時
内容　パステル画の基本や基礎を学びます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）
持ち物　手拭き、エプロン、新聞紙
※�初回の方は、講師がパステルと画用紙を用意し
ます。

囲碁教室（保
ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）
日時　５月26日㈯10時～12時
対象　小学生以上
内容　講師による対局指導をします
定員　20人（申し込み順）

江
え

差
さし

追
おい

分
わけ

道場（石
いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）
日時　５月26日㈯14時～16時
内容　江差追分の歌い方を学びます
定員　20人（申し込み順）

子ども将棋教室（佐
さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）
日時　５月27日㈰10時～12時
内容　対局を通して将棋を楽しみます
定員　10人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴です。

のぼりん展示コーナー

春の写真展
（登別市文化協会写真部ヨンハンクラブ主催）
　会員による春の写真を展示
展�示期間　５月18日㈮９時～26日㈯16時

豆盆栽・小
しょうひん

品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ豆盆栽クラブ主催）
　松や雑木、実もの、草などを展示
展�示期間　５月29日㈫10時～31日㈭16時
※�剪

せん

定
てい

や整
せい

枝
し

、植え替え
などの体験会を５月29
日㈫10時～16時に開催
します。持ち物は不要
ですので、当日、直接
申し込みください。

のぼりんイベント

整
せい

膚
ふ

ボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）
　健康・美容・癒やしに効果がある施術です。
日時　５月19日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
申�し込み　５月18日㈮までに櫻

さくら

井
い

さん
� （☎�９１５４）

琴とお三味線の体験（鈴
りん

の会主催）
　子どもも大人も琴と三味線の演奏を体験するこ
とができます。
日時　５月20日㈰10時～12時
定員　５人（申し込み順）
申し込み　５月18日㈮までにのぼりん

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



春の野鳥観察会
　春の野鳥のさえずりを聞きながら、観察会を楽
しみます。
日時　５月５日㈯８時～10時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、双眼鏡（お持ち
の方のみ）など
申し込み　５月４日㈮までにふぉれすと鉱山

春の野
の

点
だて

　ふぉれすと鉱山の桜を見ながら、お茶を飲みま
す。
日時　５月５日㈯12時30分～14時
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円（18歳未満は無料）
※当日、直接ふぉれすと鉱山にお越しください。

田んぼ起こし
　お米の育つ田んぼの土起こしを体験します。
日時　５月５日㈯13時～14時30分
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　30人（申し込み順）
参加料　100円
持�ち物　野外で活動できる服装、帽子、長靴、着
替え、タオル（シャワー使用可）
申し込み　５月４日㈮までにふぉれすと鉱山

鉱山町バードソン
　市民参加型の春の野鳥調査活動を行います。
日時　５月12日㈯６時～８時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、双眼鏡（お持ち
の方のみ）など
申し込み　５月11日㈮までにふぉれすと鉱山

Ｂ
バ イ ク

ｉｋｅＰ
パ ー ク

ａｒｋ体験会
　さまざまな地形を楽しめるマウンテンバイクの
コースを走行します。
日時　５月19日㈯10時～12時
対象　マウンテンバイクに乗れる方
定員　10人（申し込み順）
参加料　300円
※�マウンテンバイクなどのレ
ンタル料は別途かかります。

持�ち物　野外で活動できる服
装と靴、飲み物、ヘルメッ
ト・プロテクター（お持ち
の方のみ）など

申し込み　５月18日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日
～道具の使い方�安全講習会～
　里山づくりに使う道具について、大人の方を対
象に使い方の講座を開催します。
日�時　５月26日㈯10時～
15時

対象　18歳以上の方
定員　12人（申し込み順）
持�ち物　野外で活動でき
る服装と靴、防寒着、
着替え、帽子、飲み物、昼食など

※�参加料については問い合わせください。
申�し込み　５月25日㈮までにふぉれすと鉱山

田植え体験
　田んぼに入りながら田植え体験を楽しみます。
日時　６月２日㈯13時～15時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　100円
持�ち物　野外で活動できる服装、長靴、帽子、着
替え、タオル（シャワー使用可）

申し込み　６月１日㈮までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� ₂ ₅ 6 ₉

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

専
門
的
な
技
術
の
修
得
を
目
指
す

多
く
の
高
校
生
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　

・
５
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

・
５
月
26
日
㈯

　
11
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室
�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�83０７）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料に限ります）
●スキー靴（26㌢㍍）●スキー靴（23㌢㍍）●スキーウ
エア（ピンク・11号）●ラジオカセット（ＣＤ利用不可）
●電話機（ファクスなし・子機１つ）●クリスマスツリ
ー（60㌢㍍）●ランドセル（濃い紺色の赤ステッチ）●
クーラーボックス（44㌢㍍×30㌢㍍×30㌢㍍・43㌢㍍×
30㌢㍍×34㌢㍍）●ひな飾り（七段飾り）●碁盤と碁石
●介護用ベッド（１モーター付き）●介護用トイレ●鉄
びん（1.5㍑）●将棋一式●カナディアンカヌー

ゆずってください（無料に限ります）
●パークゴルフ一式（男性用・女性用）●パークゴルフ
クラブ（男性用）●パークゴルフ用ボール●歩くスキー
（180㌢㍍）とストック●スキー板とストック（小学１
年生の女子用）●スキー板とストック（年少の女子用）
●スキー靴（16～17㌢㍍・女子用）●スキー靴（18～19
㌢㍍・女子用）●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●餅
つき器（一升用）●ダッチオーブン●ピアノ●ドラムセ
ット一式●ＣＤコンポ●夏タイヤ４本（145㍉㍍×13㌅）
●サケ釣り用竿●船釣り用竿●磯釣り用竿（リール・救
命胴衣）●屋外用椅子２脚付丸テーブル（鉄製）

永
えい

世
せい

七
なな

冠
かん

羽
は

生
ぶ

善
よし

治
はる

羽生�善治�著
　前人未踏の『永世七冠』の偉業を
達成した棋士・羽生善治。最大のラ
イバルである森

もり

内
うち

俊
とし

之
ゆき

九段との対談
をはじめ、心に残る『羽生語録』や
永世七冠を達成した『竜王戦第５局』
なども収録されています。

◇私はあなたの記憶のなかに� 角
かく

田
た

　光
みつ

代
よ

�著
◇オリジン 上・下� ダン・ブラウン�著
◇ほどほど快適生活百科� 群

むれ

　ようこ�著

13歳
さい

からの経
けい

済
ざい

のしくみ・ことば図
ず

鑑
かん

　『損
そん

益
えき

分
ぶん

岐
き

点
てん

』・『アルトコイン』・
『囚

しゅう

人
じん

のジレンマ』これらの言
こと

葉
ば

を
聞
き

いたことがありますか。
　いずれも、経

けい

済
ざい

に関
かん

連
れん

のある言
こと

葉
ば

です。わたしたちの人
じん

生
せい

は、経
けい

済
ざい

を
抜
ぬ

きには成
な

り立
た

ちません。経
けい

済
ざい

を学
まな

ぶこと、それは、世
よ

の中
なか

を理
り

解
かい

する
ことにつながるのです。

花
はな

岡
おか

　幸
さち

子
こ

�著
ちょ

◇ぎょうれつのできるチョコレートやさん� ふくざわ�ゆみこ�さく
◇さよならともだち� 降

ふり

矢
や

　なな�絵
え

◇みんなの相
す も う

撲大
たい

全
ぜん

１　大
おお

相
ず も う

撲を楽
たの

しもう!� デーモン閣
かっ

下
か

�監
かん

修
しゅう

不用品 市ダイヤル

４
月
８
日
㈰
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
で
『
第
37
回
入
学
式
』

を
行
い
、
専
門
士
の
道
を
目
指
す
219

人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

同
校
に
は
６
つ
の
分
野
（
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
Ｉ
Ｔ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

公
務
員
・
医
療
・
ビ
ジ
ネ
ス
）
を
カ

バ
ー
す
る
11
の
学
科
が
あ
り
、
市
内

か
ら
は
約
60
人
が
入
学
。
ま
た
、
昨

年
度
新
設
し
た
『
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
』
に
は
、
中
国

や
韓
国
な
ど
か
ら
25
人
の
留
学
生
が

入
学
し
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
新
入
生
を
代
表
し

て
、
電
気
工
学
科
に
入
学
し
た
内う

ち

田だ

朋と
も

希き

さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

ほ
か
の
新
入
生
た
ち
と
共
に
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
実
り
あ
る
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
入
学
式

を
挙
行

５
月
の
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�ホームルームでオリエンテーションを受
ける学生

▲�夢と希望を胸に抱き、挙行された入学式
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

詐
欺
か
ら
身
を
守
る

盛
り
上
が
っ
た
親
睦
会

カ
ラ
オ
ケ
で
ス
ト
レ
ス
解
消

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

　
さ
く
ら
団
地
自
治
会
婦
人
部
は
、

登
別
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
『
消
費
者
被
害
防
止
出
前
講
座
』

を
受
講
し
ま
し
た
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢

の
方
を
中
心
に
多
く
の
人
が
参
加
し
、

巧
妙
化
す
る
最
近
の
特
殊
詐
欺
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
る
『
架
空
請
求
』

や
『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』
の
対
処
法
、

悪
徳
商
法
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
処

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
川
町
内
会
は
、
会
員
同
士
の
絆

づ
く
り
の
た
め
、
親
睦
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
を
２
組
に
分
け
、
チ
ー
ム

対
抗
で
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
や
ダ
ー
ツ
大

会
、
カ
ラ
オ
ケ
歌
合
戦
を
行
い
、
各

チ
ー
ム
へ
の
応
援
と
笑
い
声
で
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
お
い
し
い
ご
飯
を
会
員

同
士
が
わ
き
あ
い
あ
い
と
食
べ
、
親

睦
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

　
中
央
新
生
町
内
会
の
カ
ラ
オ
ケ
グ

ル
ー
プ
は
、
市
の
集
会
施
設
で
、

１
千
300
曲
が
入
っ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ

機
材
を
活
用
し
、
週
２
回
、
17
時
ご

ろ
か
ら
２
時
間
ほ
ど
、
自
分
た
ち
の

好
き
な
歌
を
歌
っ
て
、
気
分
転
換
を

し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
青
春
時
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
が

歌
い
終
わ
る
と
懐
か
し
い
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
若
草
町
内
会
は
、
平
成
24
年
11
月

に
市
内
で
起
き
た
大
規
模
停
電
の
教

訓
を
生
か
そ
う
と
、
津
波
災
害
や
土

砂
災
害
で
停
電
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
た
『
避
難
訓
練
』
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
一
時
避
難
生
活
を
支
え

る
『
発
電
機
の
取
り
扱
い
訓
練
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
発
電
機
が

使
用
で
き
る
よ
う
、
年
数
回
、
点
検

や
訓
練
を
行
い
、
備
え
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
団
地
自
治
会

�

婦
人
部
長
　
江え

良ら

　
き
ぬ
え
　
　

新
川
町
内
会

�

会
長
　
由ゆ

井い

　
武た

け

彦ひ
こ

　
　

中
央
新
生
町
内
会

�

会
長
　
今こ

ん

　
　
平ひ

ら

人と

　
　

若
草
町
内
会

�

会
長
　
伊い

藤と
う

　
秀ひ

で

男お
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開
か

れた
議会を目指し
て

91号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2018.5.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
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工
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二
雄

地
区
懇
談
会
の
進
め
方
と

�

温
泉
公
共
施
設
の
集
約

一 般 質 問
議 員 9 名 が
市 政 を 問 う

平成30年第１回定例会

質
　地
区
懇
談
会
の
今

後
の
進
め
方
は
。

答
　地
区
懇
談
会
の
開

催
に
際
し
て
は
、
毎
年

度
、
登
別
市
連
合
町
内

会
と
協
議
し
て
内
容
を
決
定
し
て
い
る
。
今

後
も
テ
ー
マ
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
対
話
方

式
が
良
い
の
か
グ
ル
ー
プ
討
議
が
良
い
の
か

を
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

質
　登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
、
登

別
温
泉
支
署
移
転
後
の
残
っ
た
施
設
を
集
め
、

観
光
客
に
も
使
え
る
施
設
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
賃
貸

借
契
約
の
施
設
で
あ
り
、
平
成
32
年
度
末
で

契
約
が
満
了
す
る
が
、
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
施
設
内
の
機
能
を
移
転

す
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
す
る
。
新
た
な
消

防
支
署
は
平
成
32
年
度
か
ら
供
用
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
り
、
現
登
別
温
泉
支
署
は
用
途

を
廃
止
す
る
。
な
お
、
同
じ
建
物
に
は
、
登

別
温
泉
公
民
館
、
登
別
温
泉
児
童
室
お
よ
び

老
人
憩
の
家
泉
和
園
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

築
後
48
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま

た
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
位
置
し
て
い
る

た
め
地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
新
た
な

施
設
ま
た
は
既
存
の
施
設
に
移
転
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、

広
報
広
聴
の
あ
り
方
を
議
論
し
、
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
２

つ
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
予
算
審
査
を
特
集
化

②
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　本
紙
の
ペ
ー
ジ
数
を
年
間
２
ペ
ー

ジ
増
や
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
市

の
広
報
５
月
号
（
今
号
）
に
２
ペ
ー

ジ
で
お
伝
え
し
て
い
た
予
算
審
査
の

内
容
を
、
６
月
号
に
移
行
し
、
４

ペ
ー
ジ
で
「
予
算
審
査
特
集
号
」
と

し
て
発
行
し
ま
す
。

　市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
13

年
度
に
開
設
し
16
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
開
設
が
早
か
っ
た
た
め
、
体
裁

も
古
く
管
理
費
用
も
現
在
で
は
割
高

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
た
び
新

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
行
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
、

議
員
提
要
、
各
委
員
会
の
会
議
資
料

な
ど
を
追
加
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
さ
ら
に
情
報
公
開
度
を

向
上
す
る
た
め
の
工
夫
・
改
善
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。�

（
千
田
）

議 会 だ よ り 編 集 委 員 会 か ら の お 知 ら せ
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之
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子
ど
も
の
貧
困
実
態
を

�

把
握
す
べ
き

カ
ル
ル
ス
温
泉

�

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

も
の
づ
く
り
補
助
金
の

�

優
先
採
択
へ

公
共
建
築
物
の
あ
り
方
と

�
市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え

質
　北
海
道
が
実
施
し

た
子
ど
も
の
生
活
実
態

調
査
は
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
28

年
10
月
か
ら
11
月
に
実
施
さ
れ
、
本
市
も
対

象
地
区
に
な
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
の
情
報

提
供
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
　平
成
30
年
３
月
末
頃
と
の
回
答
で
あ
る
。

質
　市
は
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
問
題
に
対

し
て
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に
、

実
態
の
把
握
が
不
可
欠
と
の
認
識
だ
が
、
そ

の
内
容
は
地
域
に
よ
り
異
な
る
。
３
月
末
に

情
報
提
供
さ
れ
る
調
査
結
果
を
基
に
、
本
市

独
自
の
実
態
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
、
平
成

27
年
で
13
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
相
対
的
貧
困
率
は
出
し
て
い
る
の
か
。

答
　都
道
府
県
別
や
市
町
村
別
の
貧
困
率
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

質
　そ
れ
で
は
、
本
市
の
子
ど
も
の
相
対
的

貧
困
率
が
高
い
の
か
低
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

独
自
の
相
対
的
貧
困
率
を
出
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
今
後
、
本
市
で
も
出
す
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
　出
す
予
定
は
な
い
。

　本
市
の
公
共
施
設
と

し
て
、
昭
和
38
年
に
開

設
さ
れ
た
カ
ル
ル
ス
温

泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
は
、
近
隣
地
域
の
方

を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
授
業
、
自
衛
隊
の
訓
練
、

道
外
か
ら
の
修
学
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
や
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
外
国
人
観
光
客

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
一
方
で
、
数
年
の
う
ち
に
機
材
な
ど

の
修
繕
が
必
要
で
あ
り
、
多
額
の
費
用
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
今
後
も
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る

ニ
ー
ズ
の
高
い
ス
キ
ー
場
と
し
て
運
営
を
続

け
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
運

営
し
て
い
く
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
、
平
成
30
年
度
は
ス
キ
ー
場
の

経
営
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
か
ら
こ
の

ス
キ
ー
場
の
必
要
性
、
改
善
策
な
ど
を
し
っ

か
り
と
見
直
し
、
運
営
を
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
経
営

診
断
の
前
に
こ
の
ス
キ
ー
場
が
本
市
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
い
ま
一
度
確

認
し
、
公
共
施
設
と
し
て
ど
の
よ
う
に
経
営

し
て
い
く
か
を
考
え
る
と
と
も
に
、
近
隣
地

域
と
の
広
域
連
携
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を

提
言
し
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
の
税
制

改
正
を
受
け
て
、
本
市

で
行
う
べ
き
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
事
業

承
継
（
跡
継
ぎ
）
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
提
議
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
投

資
を
後
押
し
す
る
制
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
提
案
し
ま
し
た
。
償
却
資
産
に
係
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
時
限
措

置
の
範
囲
内
で
す
が
、
税
率
ゼ
ロ
と
す
べ
く

市
税
条
例
改
正
に
向
け
た
事
務
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
で

行
っ
て
い
る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
優

先
採
択
の
前
提
と
な
る
、
導
入
促
進
基
本
計

画
の
策
定
な
ど
に
も
最
短
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

行
っ
て
い
く
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
早
け
れ
ば
６
月
以
降
に
も
、

市
内
事
業
所
が
新
た
な
設
備
投
資
を
行
う
場

合
に
、
固
定
資
産
税
ゼ
ロ
の
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年

々
採
択
率
が
下
が
っ
て
い
る
も
の
づ
く
り
補

助
金
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
手
続
き
を
行
っ

た
市
内
事
業
者
は
優
先
採
択
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

質
　公
共
建
築
物
の
現

状
は
。

答
　本
市
が
保
有
す
る

公
共
建
築
物
の
多
く
が

建
築
後
30
年
以
上
が
経

過
し
、
耐
震
性
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
人
口

減
少
や
財
源
の
確
保
を
考
え
る
と
、
将
来
的

に
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
こ
の
ま
ま
維
持
・

更
新
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

質
　公
共
建
築
物
の
将
来
は
。

答
　今
後
は
老
朽
化
し
た
公
共
建
築
物
を
機

能
移
転
、
廃
止
、
新
た
に
取
得
す
る
場
合
は

原
則
と
し
て
複
合
化
・
集
約
化
を
図
る
。

質
　未
利
用
財
産
の
活
用
は
。

答
　貸
し
付
け
や
売
却
処
分
な
ど
に
よ
り
、

財
源
確
保
や
維
持
管
理
経
費
の
削
減
を
図
る
。

質
　公
共
建
築
物
の
床
面
積
は
。

答
　本
市
が
保
有
す
る
公
共
建
築
物
の
延
べ

床
面
積
は
同
規
模
自
治
体
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
か
ら
延
べ
床

面
積
を
40
％
縮
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

計
画
的
に
管
理
し
て
い
く
。

質
　本
庁
舎
建
設
に
お
け
る
登
別
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
方
針
と
の
違
い
は
。

答
　庁
舎
整
備
基
金
に
め
ど
が
つ
い
た
段
階

で
取
り
組
む
予
定
だ
っ
た
が
、
熊
本
地
震
を

受
け
て
国
が
有
利
な
起
債
制
度
を
創
設
し
た

こ
と
か
ら
、
建
設
に
向
け
検
討
を
始
め
た
。
そのほかの質問：市政執行方針　生活困窮者支援について

そのほかの質問：赤ちゃんを連れても安心して外出できる環境づくりについて

一 般 質 問

30� 議会だより　でぃすかす
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（
千
田
）

議 会 だ よ り 編 集 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

佐
々
木

　久
美
子

宮

武

祥

子

辻

　
弘

之

木

村

俊

子

子
ど
も
の
貧
困
実
態
を

�

把
握
す
べ
き

カ
ル
ル
ス
温
泉

�

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

も
の
づ
く
り
補
助
金
の

�

優
先
採
択
へ

公
共
建
築
物
の
あ
り
方
と

�

市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え

質
　北
海
道
が
実
施
し

た
子
ど
も
の
生
活
実
態

調
査
は
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
28

年
10
月
か
ら
11
月
に
実
施
さ
れ
、
本
市
も
対

象
地
区
に
な
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
の
情
報

提
供
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
　平
成
30
年
３
月
末
頃
と
の
回
答
で
あ
る
。

質
　市
は
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
問
題
に
対

し
て
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に
、

実
態
の
把
握
が
不
可
欠
と
の
認
識
だ
が
、
そ

の
内
容
は
地
域
に
よ
り
異
な
る
。
３
月
末
に

情
報
提
供
さ
れ
る
調
査
結
果
を
基
に
、
本
市

独
自
の
実
態
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
、
平
成

27
年
で
13
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
相
対
的
貧
困
率
は
出
し
て
い
る
の
か
。

答
　都
道
府
県
別
や
市
町
村
別
の
貧
困
率
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

質
　そ
れ
で
は
、
本
市
の
子
ど
も
の
相
対
的

貧
困
率
が
高
い
の
か
低
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

独
自
の
相
対
的
貧
困
率
を
出
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
今
後
、
本
市
で
も
出
す
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
　出
す
予
定
は
な
い
。

　本
市
の
公
共
施
設
と

し
て
、
昭
和
38
年
に
開

設
さ
れ
た
カ
ル
ル
ス
温

泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
は
、
近
隣
地
域
の
方

を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
授
業
、
自
衛
隊
の
訓
練
、

道
外
か
ら
の
修
学
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
や
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
外
国
人
観
光
客

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
一
方
で
、
数
年
の
う
ち
に
機
材
な
ど

の
修
繕
が
必
要
で
あ
り
、
多
額
の
費
用
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
今
後
も
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る

ニ
ー
ズ
の
高
い
ス
キ
ー
場
と
し
て
運
営
を
続

け
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
運

営
し
て
い
く
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
、
平
成
30
年
度
は
ス
キ
ー
場
の

経
営
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
か
ら
こ
の

ス
キ
ー
場
の
必
要
性
、
改
善
策
な
ど
を
し
っ

か
り
と
見
直
し
、
運
営
を
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
経
営

診
断
の
前
に
こ
の
ス
キ
ー
場
が
本
市
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
い
ま
一
度
確

認
し
、
公
共
施
設
と
し
て
ど
の
よ
う
に
経
営

し
て
い
く
か
を
考
え
る
と
と
も
に
、
近
隣
地

域
と
の
広
域
連
携
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を

提
言
し
ま
し
た
。

　平
成
30
年
度
の
税
制

改
正
を
受
け
て
、
本
市

で
行
う
べ
き
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
事
業

承
継
（
跡
継
ぎ
）
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
提
議
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
投

資
を
後
押
し
す
る
制
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
提
案
し
ま
し
た
。
償
却
資
産
に
係
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
時
限
措

置
の
範
囲
内
で
す
が
、
税
率
ゼ
ロ
と
す
べ
く

市
税
条
例
改
正
に
向
け
た
事
務
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
で

行
っ
て
い
る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
優

先
採
択
の
前
提
と
な
る
、
導
入
促
進
基
本
計

画
の
策
定
な
ど
に
も
最
短
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

行
っ
て
い
く
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
早
け
れ
ば
６
月
以
降
に
も
、

市
内
事
業
所
が
新
た
な
設
備
投
資
を
行
う
場

合
に
、
固
定
資
産
税
ゼ
ロ
の
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年

々
採
択
率
が
下
が
っ
て
い
る
も
の
づ
く
り
補

助
金
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
手
続
き
を
行
っ

た
市
内
事
業
者
は
優
先
採
択
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

質
　公
共
建
築
物
の
現

状
は
。

答
　本
市
が
保
有
す
る

公
共
建
築
物
の
多
く
が

建
築
後
30
年
以
上
が
経

過
し
、
耐
震
性
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
人
口

減
少
や
財
源
の
確
保
を
考
え
る
と
、
将
来
的

に
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
こ
の
ま
ま
維
持
・

更
新
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

質
　公
共
建
築
物
の
将
来
は
。

答
　今
後
は
老
朽
化
し
た
公
共
建
築
物
を
機

能
移
転
、
廃
止
、
新
た
に
取
得
す
る
場
合
は

原
則
と
し
て
複
合
化
・
集
約
化
を
図
る
。

質
　未
利
用
財
産
の
活
用
は
。

答
　貸
し
付
け
や
売
却
処
分
な
ど
に
よ
り
、

財
源
確
保
や
維
持
管
理
経
費
の
削
減
を
図
る
。

質
　公
共
建
築
物
の
床
面
積
は
。

答
　本
市
が
保
有
す
る
公
共
建
築
物
の
延
べ

床
面
積
は
同
規
模
自
治
体
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
か
ら
延
べ
床

面
積
を
40
％
縮
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

計
画
的
に
管
理
し
て
い
く
。

質
　本
庁
舎
建
設
に
お
け
る
登
別
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
方
針
と
の
違
い
は
。

答
　庁
舎
整
備
基
金
に
め
ど
が
つ
い
た
段
階

で
取
り
組
む
予
定
だ
っ
た
が
、
熊
本
地
震
を

受
け
て
国
が
有
利
な
起
債
制
度
を
創
設
し
た

こ
と
か
ら
、
建
設
に
向
け
検
討
を
始
め
た
。
そのほかの質問：市政執行方針　生活困窮者支援について

そのほかの質問：赤ちゃんを連れても安心して外出できる環境づくりについて

一 般 質 問

31 議会だより　でぃすかす



天
神
林

　美
　彦

二

瓶

秀

幸

松

山

哲

男

井

野

正

臣

い
じ
め
へ
の
組
織
的
な

�

取
り
組
み
は

交
流
人
口
を
増
や
し

�

地
域
経
済
の
振
興

社
会
変
化
に
即
し
た

�

諸
制
度
の
取
り
組
み
を

本
市
の
業
務
体
制
を
問
う

質
　平
成
30
年
教
育
行

政
執
行
方
針
の
学
校
教

育
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
い
じ
め
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
に
よ
り
、
学
校
に
お
け
る
基

本
方
針
や
校
内
い
じ
め
対
策
委
員
会
な
ど
の

設
置
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
協
力
も
含
め

た
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
、
組
織
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お

け
る
対
応
は
ど
う
か
。

答
　い
じ
め
へ
の
対
応
に
お
け
る
組
織
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
登
別
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
な
ら
び
に
各
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
管
理
職
や

複
数
の
教
員
な
ど
で
構
成
す
る
校
内
い
じ
め

対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、
い
じ
め
調

査
や
教
育
相
談
な
ど
の
推
進
、
い
じ
め
の
疑

い
の
あ
る
場
合
の
情
報
収
集
、
い
じ
め
認
知

後
の
指
導
体
制
の
確
立
な
ど
、
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。　い

じ
め
は
、
ど
の
児
童
生
徒
に
も
、
い
つ

で
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
の

下
、
教
職
員
の
生
徒
指
導
力
の
向
上
を
図
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

質
　平
成
29
年
度
は
、

札
幌
を
中
心
に
ホ
テ
ル

の
新
築
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
相
次
い
だ
こ
と
や
、

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延

伸
工
事
の
増
加
で
設
備
投
資
な
ど
は
堅
調
に

推
移
し
、
北
海
道
全
体
と
し
て
経
済
が
活
況

を
帯
び
て
き
て
い
る
。
北
海
道
新
幹
線
、
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
、
民
族
共
生
象
徴
空
間
開
設

な
ど
の
新
た
な
観
光
施
策
が
取
り
組
ま
れ
る

中
、
本
市
で
は
他
市
に
負
け
な
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
第
３
期
基
本
計

画
で
は
平
成
37
年
度
目
標
値
と
し
て
、
観
光

入
り
込
み
客
数
年
間
446
万
人
、
宿
泊
延
べ
数

年
間
140
万
人
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
目
標
に

対
し
て
順
調
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

答
　本
市
の
観
光
入
り
込
み
客
数
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
周
辺
に

お
い
て
、
事
業
所
開
設
費
補
助
金
の
上
乗
せ

を
行
っ
た
り
、
創
業
塾
を
通
し
て
起
業
促
進

す
る
。

　宮
蘭
航
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
た
ら
良
い
か
、
中
心
的
に

事
業
展
開
を
す
る
室
蘭
市
と
検
討
し
て
い
る
。

　多
様
化
す
る
宿
泊
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
、

民
泊
事
業
の
有
益
性
も
理
解
し
つ
つ
、
既
存

の
宿
泊
施
設
へ
の
入
り
込
み
の
平
準
化
、
閑

散
期
の
誘
客
対
策
に
取
り
組
む
。

　統
一
的
な
基
準
に
よ

る
地
方
公
会
計
の
整
備

な
ら
び
に
内
部
統
制
の

制
度
化
お
よ
び
監
査
制

度
の
充
実
強
化
へ
の
取

り
組
み
と
、
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
取
り
組
み

の
２
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
地
方
自
治
体

の
財
源
難
な
ど
、
大
き
な
社
会
変
化
の
中
で

多
様
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
、
従
前

以
上
の
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
経
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
視
点
を
持
ち
、

戦
略
戦
術
を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
を
す
る

上
で
、
新
地
方
公
会
計
制
度
や
内
部
統
制
の

制
度
化
、
監
査
制
度
の
充
実
強
化
へ
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
の
重
点
施
策
に
対

す
る
本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
北
海
道
子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
結
果
報
告
書
を
踏
ま
え
、
本
市
独
自
の
実

態
調
査
の
必
要
性
と
、
そ
の
調
査
に
基
づ
く

取
り
組
み
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
の
貧
困
の
見
え
る
化
に
留
意
し
、
子

ど
も
か
ら
見
た
生
活
の
困
難
が
分
か
る
「
剥は

く

奪だ
つ

指
標
」
の
項
目
を
用
い
た
調
査
を
提
言
し

ま
し
た
。

　本
市
に
お
け
る
業
務

体
制
の
あ
り
方
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
雇
用
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
　行
政
業
務
に
お
け
る
臨
時
・
非
常
勤
職

員
が
占
め
る
比
率
は
。

答
　平
成
28
年
度
末
で
、
臨
時
的
任
用
職
員

が
248
名
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
が
166
名
、
正

職
員
423
名
と
な
っ
て
お
り
、
臨
時
的
任
用
職

員
が
占
め
る
比
率
29
・
６
％
、
特
別
職
非
常

勤
職
員
が
占
め
る
比
率
が
19
・
８
％
で
あ
る
。

質
　臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
正
規
採
用
に
対

す
る
市
の
考
え
は
。

答
　職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
競
争
試
験

に
よ
り
能
力
の
実
証
に
基
づ
い
て
合
否
を
判

断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
の
臨
時
的

任
用
職
員
、
嘱
託
員
を
競
争
試
験
に
よ
ら
ず
、

正
規
採
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

質
　職
員
か
ら
業
務
の
偏
り
が
生
じ
て
い
る

部
署
が
あ
る
と
耳
に
す
る
が
、
職
員
数
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
声
が
担
当
グ
ル
ー
プ
か

ら
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

答
　正
職
員
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
職
務
内

容
や
業
務
量
を
十
分
に
勘
案
し
て
効
率
的
な

執
行
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

※内部統制…組織が健全で有効・効率的に運営されるように、各業務で所定の基準や手続きを定め、それに基づいて管理・監視・保証を行うための一連の仕組み。
※剥奪指標…社会において必要とされる最低限の衣食住、関係性などが得られていない度合いを表す指標。

そのほかの質問：新たな会計年度任用職員制度に対する本市の取り組み状況について

そのほかの質問：市政執行方針について

※

※

一 般 質 問

　創
業
支
援
事
業
費
が
452
万
７
千
円
減
額
補
正

さ
れ
464
万
８
千
円
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　登
別
商
工
会
議
所
で
開
催
し
た
創
業
塾
で
は

13
名
の
参
加
見
込
み
の
と
こ
ろ
市
内
外
か
ら
18

名
の
参
加
と
好
調
で
し
た
が
、
年
度
内
で
の
創

業
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
創

業
希
望
者
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し
、

創
業
に
結
び
つ
く
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
移
住
定
住
に
つ
い
て
は
、
市

外
在
住
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
重
要
で
あ
る
と
の
思
い

か
ら
、
今
後
の
市
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　道
道
上
登
別
室
蘭
線
東
通
改
良
受
託
事
業

費
３
千
300
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答
　北
海
道
と
受
託
契
約
を
締
結
し
、
東
通
の

用
地
補
償
事
務
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
10
月
、

北
海
道
か
ら
一
部
減
額
す
る
通
知
に
よ
り
補
正

し
た
。

質
　こ
の
事
業
は
い
つ
ま
で
の
計
画
か
。

答
　東
通
は
北
海
道
が
国
の
認
可
を
受
け
て
実

施
、
現
在
の
事
業
認
可
は
平
成
31
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
交
付
金
配
分
状
況
に
よ
っ

て
は
事
業
期
間
延
長
の
可
能
性
が
あ
る
。
引
き

続
き
国
や
道
に
対
し
て
、
事
業
の
早
期
完
成
と

必
要
な
予
算
の
確
保
を
要
望
し
て
い
く
。

平成30年第１回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市介護保険条例の一
部改正について

井野、小栗
木村、工藤
杉尾、千田
辻、天神林
戸井、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

佐々木、渡辺 可決
平成30年度登別市介護保
険特別会計予算について

平成30年度登別市後期高
齢者医療特別会計予算に
ついて

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

戸

井

　
肇

千

田

文

孝

創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

�

結
成
へ

東
通
改
良
受
託
事
業
の
状
況
は

　北
海
道
内
で
初
と
な
る
、
自
殺

対
策
を
定
め
た
条
例
を
制
定
し
、

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
自
殺
率
は
道
内
平
均
よ
り

も
高
く
、
毎
年
度
20
～
30
代
の
若

者
の
自
殺
者
が
い
る
こ
と
や
、
自

殺
者
数
全
体
の
約
半
数
を
70
代
以

上
の
高
齢
者
が
占
め
る
実
態
を
受

け
て
、
ま
ち
全
体
で
の
永
続
的
な

自
殺
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら

で
す
。

　条
例
で
は
、
自
殺
が
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
社
会
的
問
題
と
し
て
理

解
さ
れ
、
す
べ
て
の
市
民
が
社
会

か
ら
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
、
生

き
る
こ
と
を
支
え
あ
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
も
行
政
が
中
心
と
な
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
自
殺
者
対
策
に
か

か
わ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、

医
療
機
関
、
社
会
福
祉
機
関
、
学

校
、
事
業
主
、
民
間
の
団
体
が
、

相
互
の
連
携
の
下
で
自
殺
者
対
策

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

（
辻
）

　条
例
案
の
策
定
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
精
神
保
健
福
祉
士
協
会
、

ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
な
ど
の
関
係
団

体
代
表
や
専
門
職
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

条
例
案
制
定
と
同
時
に
市
議
会
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

制
度
を
整
備
し
、
広
く
市
民
の
方

々
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

生
き
る
こ
と
を
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

誰
も
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

「登別市生きることを支えあう自殺対策条例」を制定

32� 議会だより　でぃすかす



天
神
林
　美
　彦

二

瓶

秀

幸

松

山

哲

男

井

野

正

臣

い
じ
め
へ
の
組
織
的
な

�

取
り
組
み
は

交
流
人
口
を
増
や
し

�

地
域
経
済
の
振
興

社
会
変
化
に
即
し
た

�

諸
制
度
の
取
り
組
み
を

本
市
の
業
務
体
制
を
問
う

質
　平
成
30
年
教
育
行

政
執
行
方
針
の
学
校
教

育
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
い
じ
め
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
に
よ
り
、
学
校
に
お
け
る
基

本
方
針
や
校
内
い
じ
め
対
策
委
員
会
な
ど
の

設
置
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
協
力
も
含
め

た
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
、
組
織
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お

け
る
対
応
は
ど
う
か
。

答
　い
じ
め
へ
の
対
応
に
お
け
る
組
織
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
登
別
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
な
ら
び
に
各
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
管
理
職
や

複
数
の
教
員
な
ど
で
構
成
す
る
校
内
い
じ
め

対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、
い
じ
め
調

査
や
教
育
相
談
な
ど
の
推
進
、
い
じ
め
の
疑

い
の
あ
る
場
合
の
情
報
収
集
、
い
じ
め
認
知

後
の
指
導
体
制
の
確
立
な
ど
、
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。　い

じ
め
は
、
ど
の
児
童
生
徒
に
も
、
い
つ

で
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
の

下
、
教
職
員
の
生
徒
指
導
力
の
向
上
を
図
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

質
　平
成
29
年
度
は
、

札
幌
を
中
心
に
ホ
テ
ル

の
新
築
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
相
次
い
だ
こ
と
や
、

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延

伸
工
事
の
増
加
で
設
備
投
資
な
ど
は
堅
調
に

推
移
し
、
北
海
道
全
体
と
し
て
経
済
が
活
況

を
帯
び
て
き
て
い
る
。
北
海
道
新
幹
線
、
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
、
民
族
共
生
象
徴
空
間
開
設

な
ど
の
新
た
な
観
光
施
策
が
取
り
組
ま
れ
る

中
、
本
市
で
は
他
市
に
負
け
な
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
第
３
期
基
本
計

画
で
は
平
成
37
年
度
目
標
値
と
し
て
、
観
光

入
り
込
み
客
数
年
間
446
万
人
、
宿
泊
延
べ
数

年
間
140
万
人
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
目
標
に

対
し
て
順
調
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

答
　本
市
の
観
光
入
り
込
み
客
数
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
周
辺
に

お
い
て
、
事
業
所
開
設
費
補
助
金
の
上
乗
せ

を
行
っ
た
り
、
創
業
塾
を
通
し
て
起
業
促
進

す
る
。

　宮
蘭
航
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
た
ら
良
い
か
、
中
心
的
に

事
業
展
開
を
す
る
室
蘭
市
と
検
討
し
て
い
る
。

　多
様
化
す
る
宿
泊
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
、

民
泊
事
業
の
有
益
性
も
理
解
し
つ
つ
、
既
存

の
宿
泊
施
設
へ
の
入
り
込
み
の
平
準
化
、
閑

散
期
の
誘
客
対
策
に
取
り
組
む
。

　統
一
的
な
基
準
に
よ

る
地
方
公
会
計
の
整
備

な
ら
び
に
内
部
統
制
の

制
度
化
お
よ
び
監
査
制

度
の
充
実
強
化
へ
の
取

り
組
み
と
、
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
取
り
組
み

の
２
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
地
方
自
治
体

の
財
源
難
な
ど
、
大
き
な
社
会
変
化
の
中
で

多
様
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
、
従
前

以
上
の
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
経
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
視
点
を
持
ち
、

戦
略
戦
術
を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
を
す
る

上
で
、
新
地
方
公
会
計
制
度
や
内
部
統
制
の

制
度
化
、
監
査
制
度
の
充
実
強
化
へ
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
の
重
点
施
策
に
対

す
る
本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
北
海
道
子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
結
果
報
告
書
を
踏
ま
え
、
本
市
独
自
の
実

態
調
査
の
必
要
性
と
、
そ
の
調
査
に
基
づ
く

取
り
組
み
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
の
貧
困
の
見
え
る
化
に
留
意
し
、
子

ど
も
か
ら
見
た
生
活
の
困
難
が
分
か
る
「
剥は

く

奪だ
つ

指
標
」
の
項
目
を
用
い
た
調
査
を
提
言
し

ま
し
た
。

　本
市
に
お
け
る
業
務

体
制
の
あ
り
方
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
雇
用
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
　行
政
業
務
に
お
け
る
臨
時
・
非
常
勤
職

員
が
占
め
る
比
率
は
。

答
　平
成
28
年
度
末
で
、
臨
時
的
任
用
職
員

が
248
名
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
が
166
名
、
正

職
員
423
名
と
な
っ
て
お
り
、
臨
時
的
任
用
職

員
が
占
め
る
比
率
29
・
６
％
、
特
別
職
非
常

勤
職
員
が
占
め
る
比
率
が
19
・
８
％
で
あ
る
。

質
　臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
正
規
採
用
に
対

す
る
市
の
考
え
は
。

答
　職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
競
争
試
験

に
よ
り
能
力
の
実
証
に
基
づ
い
て
合
否
を
判

断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
の
臨
時
的

任
用
職
員
、
嘱
託
員
を
競
争
試
験
に
よ
ら
ず
、

正
規
採
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

質
　職
員
か
ら
業
務
の
偏
り
が
生
じ
て
い
る

部
署
が
あ
る
と
耳
に
す
る
が
、
職
員
数
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
声
が
担
当
グ
ル
ー
プ
か

ら
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

答
　正
職
員
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
職
務
内

容
や
業
務
量
を
十
分
に
勘
案
し
て
効
率
的
な

執
行
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

※内部統制…組織が健全で有効・効率的に運営されるように、各業務で所定の基準や手続きを定め、それに基づいて管理・監視・保証を行うための一連の仕組み。
※剥奪指標…社会において必要とされる最低限の衣食住、関係性などが得られていない度合いを表す指標。

そのほかの質問：新たな会計年度任用職員制度に対する本市の取り組み状況について

そのほかの質問：市政執行方針について
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　創
業
支
援
事
業
費
が
452
万
７
千
円
減
額
補
正

さ
れ
464
万
８
千
円
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　登
別
商
工
会
議
所
で
開
催
し
た
創
業
塾
で
は

13
名
の
参
加
見
込
み
の
と
こ
ろ
市
内
外
か
ら
18

名
の
参
加
と
好
調
で
し
た
が
、
年
度
内
で
の
創

業
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
創

業
希
望
者
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し
、

創
業
に
結
び
つ
く
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
移
住
定
住
に
つ
い
て
は
、
市

外
在
住
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
重
要
で
あ
る
と
の
思
い

か
ら
、
今
後
の
市
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　道
道
上
登
別
室
蘭
線
東
通
改
良
受
託
事
業

費
３
千
300
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答
　北
海
道
と
受
託
契
約
を
締
結
し
、
東
通
の

用
地
補
償
事
務
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
10
月
、

北
海
道
か
ら
一
部
減
額
す
る
通
知
に
よ
り
補
正

し
た
。

質
　こ
の
事
業
は
い
つ
ま
で
の
計
画
か
。

答
　東
通
は
北
海
道
が
国
の
認
可
を
受
け
て
実

施
、
現
在
の
事
業
認
可
は
平
成
31
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
交
付
金
配
分
状
況
に
よ
っ

て
は
事
業
期
間
延
長
の
可
能
性
が
あ
る
。
引
き

続
き
国
や
道
に
対
し
て
、
事
業
の
早
期
完
成
と

必
要
な
予
算
の
確
保
を
要
望
し
て
い
く
。
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肇
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田
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援
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�

結
成
へ

東
通
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受
託
事
業
の
状
況
は

　北
海
道
内
で
初
と
な
る
、
自
殺

対
策
を
定
め
た
条
例
を
制
定
し
、

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
自
殺
率
は
道
内
平
均
よ
り

も
高
く
、
毎
年
度
20
～
30
代
の
若

者
の
自
殺
者
が
い
る
こ
と
や
、
自

殺
者
数
全
体
の
約
半
数
を
70
代
以

上
の
高
齢
者
が
占
め
る
実
態
を
受

け
て
、
ま
ち
全
体
で
の
永
続
的
な

自
殺
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら

で
す
。

　条
例
で
は
、
自
殺
が
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
社
会
的
問
題
と
し
て
理

解
さ
れ
、
す
べ
て
の
市
民
が
社
会

か
ら
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
、
生

き
る
こ
と
を
支
え
あ
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
も
行
政
が
中
心
と
な
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
自
殺
者
対
策
に
か

か
わ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、

医
療
機
関
、
社
会
福
祉
機
関
、
学

校
、
事
業
主
、
民
間
の
団
体
が
、

相
互
の
連
携
の
下
で
自
殺
者
対
策

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

（
辻
）

　条
例
案
の
策
定
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
精
神
保
健
福
祉
士
協
会
、

ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
な
ど
の
関
係
団

体
代
表
や
専
門
職
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

条
例
案
制
定
と
同
時
に
市
議
会
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

制
度
を
整
備
し
、
広
く
市
民
の
方

々
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

生
き
る
こ
と
を
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

誰
も
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

「登別市生きることを支えあう自殺対策条例」を制定

33 議会だより　でぃすかす



土
地
の
取
得
・
処
分
の
問
題
点
は

総
務
・
教
育
委
員
会

　第
１
回
定
例
会
で
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
３
件
を

審
査
し
、
全
件
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
１
件
目
は
「
登
別

市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
、
消
防
法
令

に
関
し
重
大
な
違
反
の
あ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、
違

反
の
通
知
後
も
な
お
違
反
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
違
反
内
容
な
ど
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」
、
登
別
温
泉
地

区
に
あ
る
旧
国
立
登
別
病
院
跡
地
の
国
有
地
の
有
害
物
質

お
よ
び
地
下
埋
設
物
が
今
後
の
利
用
上
影
響
な
い
の
か
と

の
質
疑
で
、
北
海
道
の
見
解
に
お
い
て
健
康
被
害
の
恐
れ

は
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
と
し
て
利
用

す
る
と
の
こ
と
だ
が
商
店
街
へ
の
波
及
効
果
や
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
へ
の
有
効
利
用
の
考
え
は
と
の
質
疑
で
、
ま

ず
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
、
今
後
商
店
・
ホ
テ
ル
な
ど

皆
さ
ん
と
整
備
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　３
件
目
は
「
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登

別
病
院
移
転
地
と
し
て

（
独
）
地
域
医
療
機
能
推

進
機
構
に
譲
渡
す
る
市
有

地
に
お
い
て
、
住
民
が
利

用
す
る
道
路
へ
の
影
響
に

つ
い
て
質
疑
し
、
距
離
は

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
道
路
整
備

が
行
わ
れ
た
と
の
答
弁
で

し
た
。

�

（
二
瓶
）

委 員 会 だ よ り

国会・政府・北海道議会に４件の意見書を提出

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正
及びその円滑な施行を求める意見書

地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般職
非常勤職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書

北海道地方路線問題調査特別委員会における徹底した審議を求
める意見書

障がい者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求
める意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第１回定例会
では、次の意見書を可決しました。
　詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

次回定例会のお知らせ インターネットでも
� 議会中継をご覧いただけます　平成30年第 2回定例会は、6月1５日（金）から開

会する予定です。 　議会に足を運ぶことができない方も、インターネッ
トで本会議や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧
いただけます。パソコンで市議会ホームページにアク
セスし、「議会中継」のリンクからご覧ください。　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入してい

ただくだけで、自由に傍聴することができます。第
1回定例会では、延べ23名の方が傍聴されました。
紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞
きできますので、ぜひお越しください。

▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

　今
回
で
16
回
を
重
ね
る
登
別
市
・

白
老
町
議
会
議
員
研
修
会
が
2
月
16

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
２
０
２
０
年
民
族
共
生
象
徴
空
間

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　象
徴
空
間
建
築
予
定
地
に
て
施
設

の
配
置
計
画
、
工
事
概
要
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
研
修
会
場
に
て
、

ポ
ロ
ト
湖
畔
の
自
然
空
間
と
の
調
和
、

ア
イ
ヌ
の
歴
史
・
文
化
に
対
す
る
正

し
い
認
識
と
理
解
を
促
進
す
る
展

示
・
研
究
拠
点
、
国
内
外
の
多
様
な

人
々
に
向
け
た
ア
イ
ヌ
文
化
の
発
信

拠
点
と
す
る
方
針
を
伺
い
ま
し
た
。

　こ
の
整
備
や
準
備
が
地
域
に
も
た

ら
す
効
果
と
取
り
組
み
を
学
び
ま
し

た
。
白
老
町
と
登
別
市
に
お
け
る
ア

イ
ヌ
民
族

の
文
化
・

歴
史
を
よ

り
深
く
理

解
し
、
交

流
の
強
化

が
必
要
で

あ
る
と
認

識
し
ま
し

た
。

�

（
井
野
）�

民
族
共
生
象
徴
空
間

�

整
備
状
況
学
ぶ

団
体
と
の
意
見
交
換
を
開
催

生
活
・
福
祉
委
員
会

市
民
と
の
意
見
交
換
で
課
題
を
把
握

観
光
・
経
済
委
員
会

議
長
諮
問
に
よ
る

�

議
会
基
本
条
例
順
守
を
強
化

議
会
運
営
委
員
会

　２
月
２
日
に
２
団
体
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
意
見
交
換
で
は
、
第
３

期
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」
の
主
な
活
動

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
見
守

り
・
支
え
合
い
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
内
町
内
会
へ

「
き
ず
な
安
心
キ
ッ
ト
」
の
配
布
、
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」

な
ど
を
通
し
、
地
域
の
支
え
合
い
を
支
援
し
て
い
る
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
登
別
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
地
域
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、
あ
る
委

員
の
方
は
一
人
で
210
世
帯
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
他
の
委

員
も
平
均
200
か
ら
300
世
帯
に
対
応
し
て
い
る
状
況
を
知
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
委
員
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
高
齢
化
の
問
題

と
、
委
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
の
話
が

あ
り
、
議
員
に
お
い
て
も

候
補
者
を
推
薦
い
た
だ
き

た
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま

し
た
。

　こ
の
た
び
の
意
見
交
換

会
で
は
、
地
域
の
福
祉
活

動
を
担
う
重
要
な
団
体
の

一
部
と
し
て
、
貴
重
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
委
員
会

と
し
て
も
今
後
の
活
動
に

役
立
つ
意
義
の
あ
る
内
容

で
し
た
。

�

（
村
井
）

　本
委
員
会
は
市
政
に
か
か
わ
る
市
民
の
意
見
を
把
握
す

る
た
め
、
２
月
８
日
に
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
の
役
員
お
よ
び
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
と
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
全
市
観
光
の
取
り
組
み
状
況
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
は
、
登
別

観
光
協
会
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
、

従
来
の
温
泉
に
特
化
し
た
観
光
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
、
登

別
の
魅
力
を
日
本
国
内
お
よ
び
世
界
に
情
報
を
発
信
し
伝

え
て
い
き
、
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
と
、
観
光
客
を
市

内
還
流
さ
せ
、
全
市
観
光
に
つ
な
げ
た
い
と
の
考
え
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
北
海
道
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
協

議
会
に
参
加
し
、
今
後
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
は
、
本
委
員
会
か
ら
重
点

活
動
テ
ー
マ
を
軸
と
し
た
行
政
視
察
と
そ
の
内
容
を
報
告

し
、
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
２
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
よ
り
市

民
目
線
の
貴
重
な
意
見

や
指
摘
な
ど
を
伺
い
ま

し
た
。

　両
意
見
交
換
会
で
頂

い
た
意
見
に
つ
い
て
、

委
員
会
と
し
て
観
光
施

策
へ
の
新
た
な
提
言
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

�

（
若
木
）

　常
任
委
員
会
活
動
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
案
件
が
２

つ
以
上
の
委
員
会
に
関
係
す
る
と
き
は
、
執
行
機
関
の
横

断
業
務
調
整
会
議
が
定
め
る
横
断
業
務
の
場
合
は
、
連
合

審
査
会
に
お
い
て
審
査
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
事
項
に

追
加
し
、
委
員
会
審
査
の
あ
り
方
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

　市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
実
施
要
綱
を
策

定
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
議
会
が
市
民
に
軸
足
を
置
い

た
協
働
す
る
議
会
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　住
民
参
加
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
21
年
か
ら
議

会
中
継
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
議
場
に
市
民
が
足
を
運
ん
で
傍
聴
す
る
こ
と
に

よ
り
、
緊
張
感
の
あ
る
質
疑
や
答
弁
の
展
開
、
質
問
力
・

答
弁
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　昨
年
視
察
し
た
鳥
羽
市
議
会
で
は
、
傍
聴
時
の
受
付
簿

を
廃
止
す
る
な
ど
、
斬
新
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
17
年
に
策
定
さ
れ
た
「
登
別
市
議
会
傍
聴
規
則
」

に
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
傍
聴

の
手
続
き
（
受
付
簿
の
記
入
）
や
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
（
児
童
お

よ
び
乳
幼
児
な
ど
）
、

傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事

項
（
帽
子
を
着
用
し
な

い
な
ど
）
の
規
制
の
緩

和
を
検
討
し
、
市
民
が

傍
聴
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
と
答
申

し
ま
し
た
。�

（
工
藤
）

委 員 会 だ よ り

※ＭＩＣＥ…企業などの会議や研修旅行、国際機関や団体、学会などの国際会議、展示会や見本市など多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。

※
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土
地
の
取
得
・
処
分
の
問
題
点
は

総
務
・
教
育
委
員
会

　第
１
回
定
例
会
で
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
３
件
を

審
査
し
、
全
件
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
１
件
目
は
「
登
別

市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
、
消
防
法
令

に
関
し
重
大
な
違
反
の
あ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、
違

反
の
通
知
後
も
な
お
違
反
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
違
反
内
容
な
ど
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」
、
登
別
温
泉
地

区
に
あ
る
旧
国
立
登
別
病
院
跡
地
の
国
有
地
の
有
害
物
質

お
よ
び
地
下
埋
設
物
が
今
後
の
利
用
上
影
響
な
い
の
か
と

の
質
疑
で
、
北
海
道
の
見
解
に
お
い
て
健
康
被
害
の
恐
れ

は
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
と
し
て
利
用

す
る
と
の
こ
と
だ
が
商
店
街
へ
の
波
及
効
果
や
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
へ
の
有
効
利
用
の
考
え
は
と
の
質
疑
で
、
ま

ず
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
、
今
後
商
店
・
ホ
テ
ル
な
ど

皆
さ
ん
と
整
備
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　３
件
目
は
「
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登

別
病
院
移
転
地
と
し
て

（
独
）
地
域
医
療
機
能
推

進
機
構
に
譲
渡
す
る
市
有

地
に
お
い
て
、
住
民
が
利

用
す
る
道
路
へ
の
影
響
に

つ
い
て
質
疑
し
、
距
離
は

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
道
路
整
備

が
行
わ
れ
た
と
の
答
弁
で

し
た
。

�

（
二
瓶
）

委 員 会 だ よ り

国会・政府・北海道議会に４件の意見書を提出

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正
及びその円滑な施行を求める意見書

地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般職
非常勤職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書

北海道地方路線問題調査特別委員会における徹底した審議を求
める意見書

障がい者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求
める意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第１回定例会
では、次の意見書を可決しました。
　詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

次回定例会のお知らせ インターネットでも
� 議会中継をご覧いただけます　平成30年第 2回定例会は、6月1５日（金）から開

会する予定です。 　議会に足を運ぶことができない方も、インターネッ
トで本会議や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧
いただけます。パソコンで市議会ホームページにアク
セスし、「議会中継」のリンクからご覧ください。　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入してい

ただくだけで、自由に傍聴することができます。第
1回定例会では、延べ23名の方が傍聴されました。
紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞
きできますので、ぜひお越しください。

▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

　今
回
で
16
回
を
重
ね
る
登
別
市
・

白
老
町
議
会
議
員
研
修
会
が
2
月
16

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
２
０
２
０
年
民
族
共
生
象
徴
空
間

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　象
徴
空
間
建
築
予
定
地
に
て
施
設

の
配
置
計
画
、
工
事
概
要
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
研
修
会
場
に
て
、

ポ
ロ
ト
湖
畔
の
自
然
空
間
と
の
調
和
、

ア
イ
ヌ
の
歴
史
・
文
化
に
対
す
る
正

し
い
認
識
と
理
解
を
促
進
す
る
展

示
・
研
究
拠
点
、
国
内
外
の
多
様
な

人
々
に
向
け
た
ア
イ
ヌ
文
化
の
発
信

拠
点
と
す
る
方
針
を
伺
い
ま
し
た
。

　こ
の
整
備
や
準
備
が
地
域
に
も
た

ら
す
効
果
と
取
り
組
み
を
学
び
ま
し

た
。
白
老
町
と
登
別
市
に
お
け
る
ア

イ
ヌ
民
族

の
文
化
・

歴
史
を
よ

り
深
く
理

解
し
、
交

流
の
強
化

が
必
要
で

あ
る
と
認

識
し
ま
し

た
。

�

（
井
野
）�

民
族
共
生
象
徴
空
間

�

整
備
状
況
学
ぶ

団
体
と
の
意
見
交
換
を
開
催

生
活
・
福
祉
委
員
会

市
民
と
の
意
見
交
換
で
課
題
を
把
握

観
光
・
経
済
委
員
会

議
長
諮
問
に
よ
る

�

議
会
基
本
条
例
順
守
を
強
化

議
会
運
営
委
員
会

　２
月
２
日
に
２
団
体
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
意
見
交
換
で
は
、
第
３

期
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」
の
主
な
活
動

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
見
守

り
・
支
え
合
い
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
内
町
内
会
へ

「
き
ず
な
安
心
キ
ッ
ト
」
の
配
布
、
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」

な
ど
を
通
し
、
地
域
の
支
え
合
い
を
支
援
し
て
い
る
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
登
別
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
地
域
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、
あ
る
委

員
の
方
は
一
人
で
210
世
帯
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
他
の
委

員
も
平
均
200
か
ら
300
世
帯
に
対
応
し
て
い
る
状
況
を
知
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
委
員
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
は
高
齢
化
の
問
題

と
、
委
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
の
話
が

あ
り
、
議
員
に
お
い
て
も

候
補
者
を
推
薦
い
た
だ
き

た
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま

し
た
。

　こ
の
た
び
の
意
見
交
換

会
で
は
、
地
域
の
福
祉
活

動
を
担
う
重
要
な
団
体
の

一
部
と
し
て
、
貴
重
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
委
員
会

と
し
て
も
今
後
の
活
動
に

役
立
つ
意
義
の
あ
る
内
容

で
し
た
。

�

（
村
井
）

　本
委
員
会
は
市
政
に
か
か
わ
る
市
民
の
意
見
を
把
握
す

る
た
め
、
２
月
８
日
に
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
の
役
員
お
よ
び
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
と
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
全
市
観
光
の
取
り
組
み
状
況
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
は
、
登
別

観
光
協
会
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
、

従
来
の
温
泉
に
特
化
し
た
観
光
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
、
登

別
の
魅
力
を
日
本
国
内
お
よ
び
世
界
に
情
報
を
発
信
し
伝

え
て
い
き
、
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
と
、
観
光
客
を
市

内
還
流
さ
せ
、
全
市
観
光
に
つ
な
げ
た
い
と
の
考
え
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
北
海
道
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
協

議
会
に
参
加
し
、
今
後
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
は
、
本
委
員
会
か
ら
重
点

活
動
テ
ー
マ
を
軸
と
し
た
行
政
視
察
と
そ
の
内
容
を
報
告

し
、
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
２
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
よ
り
市

民
目
線
の
貴
重
な
意
見

や
指
摘
な
ど
を
伺
い
ま

し
た
。

　両
意
見
交
換
会
で
頂

い
た
意
見
に
つ
い
て
、

委
員
会
と
し
て
観
光
施

策
へ
の
新
た
な
提
言
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

�

（
若
木
）

　常
任
委
員
会
活
動
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
案
件
が
２

つ
以
上
の
委
員
会
に
関
係
す
る
と
き
は
、
執
行
機
関
の
横

断
業
務
調
整
会
議
が
定
め
る
横
断
業
務
の
場
合
は
、
連
合

審
査
会
に
お
い
て
審
査
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
事
項
に

追
加
し
、
委
員
会
審
査
の
あ
り
方
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

　市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
実
施
要
綱
を
策

定
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
議
会
が
市
民
に
軸
足
を
置
い

た
協
働
す
る
議
会
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　住
民
参
加
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
21
年
か
ら
議

会
中
継
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
議
場
に
市
民
が
足
を
運
ん
で
傍
聴
す
る
こ
と
に

よ
り
、
緊
張
感
の
あ
る
質
疑
や
答
弁
の
展
開
、
質
問
力
・

答
弁
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　昨
年
視
察
し
た
鳥
羽
市
議
会
で
は
、
傍
聴
時
の
受
付
簿

を
廃
止
す
る
な
ど
、
斬
新
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
17
年
に
策
定
さ
れ
た
「
登
別
市
議
会
傍
聴
規
則
」

に
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
傍
聴

の
手
続
き
（
受
付
簿
の
記
入
）
や
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
（
児
童
お

よ
び
乳
幼
児
な
ど
）
、

傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事

項
（
帽
子
を
着
用
し
な

い
な
ど
）
の
規
制
の
緩

和
を
検
討
し
、
市
民
が

傍
聴
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
と
答
申

し
ま
し
た
。�

（
工
藤
）

委 員 会 だ よ り

※ＭＩＣＥ…企業などの会議や研修旅行、国際機関や団体、学会などの国際会議、展示会や見本市など多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。

※

35 議会だより　でぃすかす
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人のうごき（平成30年3月末日現在）／人口48,519（－266）世帯24,803（－42）（　）は前月比

　道の駅『だて歴史の杜』を会場に、
今年も伊達市物産館まつりとテント
市を同時開催します。
▶�日時　５月19日㈯・20日㈰９時～
18時（テント市は10時～16時）

・�19日㈯は1,000円以上のお買い上
げで、伊達野菜１袋か道の駅切符
（非売品）をプレゼント

・�20日㈰は堆肥無料プレゼント（正
午から先着100人に整理券配布）

▶場所　伊達市観光物産館
▶問い合わせ　伊達観光物産公社
� （☎０１４２㉕５５６７）

第29回　白老牛肉まつり 第７回
伊達市観光物産館まつり

室蘭夜景見学バス
ゴールデンウイークも運行

▶�運行日　５月３日㈭～６日㈰、６
月～10月の毎週土曜日（７月～10
月中の３連休は日曜日も運行）
▶時間　18時～20時30分（予定）
▶�集合場所　ＪＲ東室蘭駅東口また
は旧室蘭駅舎（各出発の10分前ま
でに集合）
▶定員　各日40人（申し込み順）
▶�料金　中学生以上1,000円、小学
生以下500円
▶�申し込み　乗車日の１カ月前から
当日の15時までに室蘭観光協会
� （☎㉓０１０２）

　白老牛のステーキや焼き肉の直売、
黒毛和牛の丸焼きなどの特産品販売
店も多数出店します。ご家族でも楽
しめるイベントを用意していますの
で、ぜひお越しください。
▶日時　
・６月２日㈯９時30分～17時
・６月３日㈰９時30分～16時
▶場所　白老インター前広場
▶前売り券　白老牛180㌘2,400円
▶�問い合わせ　とまこまい広域農業
協同組合白老支所
� （☎０１４４�２２６６）

問い合わせ　登別国際観光コンベンション協会（☎�３３１１）

地獄の谷の

幻想と神秘の谷

鬼花火

鬼火の路

　地獄の谷に棲
す

む『湯
ゆ

鬼
き

神
じん

』たちが、噴
火のごとく迫力たっぷりの手筒花火を夜
空に放ちます。

　揺らめく灯りに照らされた『鬼火
の路

みち

』が皆さんを地獄谷へと誘いま
す。

６月１日から７月27日までの
毎週木・金曜日20時30分～

通年（日没～21時30分）

登別地獄谷展望台

登別地獄谷展望台、遊歩道

※天候により中止となる場合があります。
※夜間は無料の駐車場があります。

期間

期間

６月１日㈮はオープニングイベントを開催

場所

場所


